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善
や
物
流
の
効
率
化
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

　

省
エ
ネ
法
に
基
づ
く

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度

（
家
電
や
自
動
車
な
ど

の
メ
ー
カ
ー
等
に
対
し
、

目
標
年
度
ま
で
に
制
度

の
対
象
機
器
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
等
に
つ

い
て
基
準
を
達
成
す
る

こ
と
を
求
め
る
制
度
）
に

よ
る
規
制
等
に
よ
り
、
特

に
乗
用
車
の
燃
費
は
大

幅
に
改
善
し
て
き
ま
し

た
。

　

２
０
１
９
年
六
月
に

は
、２
０
３
０
年
度
を
目

標
年
度
と
し
、２
０
１
６

年
度
燃
費
実
績
比
で　
３２

％
の
改
善
を
見
込
む
新

た
な
基
準
が
審
議
会
に

お
い
て
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
従
来
の
ガ
ソ

リ
ン
車
等
に
加
え
、
今
後

普
及
が
期
待
さ
れ
る
Ｅ

Ｖ
や
Ｐ
Ｈ
Ｖ
も
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
制
度
の
対
象

に
追
加
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
物
流
の
効
率
化

に
関
し
て
は
、
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
の
燃
費
向
上
に
加

え
て
、
貨
物
輸
送
事
業
者

と
輸
送
に
影
響
力
を
有

す
る
荷
主
の
連
携
促
進

が
不
可
欠
で
す
。
関
係
省

庁
・
関
係
機
関
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
荷
主
と
輸
送

事
業
者
が
連
携
し
て
行

う
物
流
効
率
化
に
向
け

た
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入

支
援
を
通
じ
、
省
エ
ネ
取

組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
家
庭
・
業
務
部
門
に　

　

お
け
る
省
エ
ネ
政
策

　

家
庭
部
門
に
お
い
て

は
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制

度
に
よ
り
、
エ
ア
コ
ン
や

冷
蔵
庫
等
の
家
電
や
、
断

熱
材
や
複
層
ガ
ラ
ス
等

の
建
材
の
高
効
率
化
・
高

性
能
化
を
製
造
事
業
者

や
輸
入
事
業
者
に
対
し

て
促
す
と
と
も
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
表

示
を
求
め
る
こ
と
な
ど

に
お
け
る
国
際
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
の

水
準
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
目
標
・
指

標
の
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、
目
標
達
成
に
向

け
て
努
力
す
る
事
業
者

を
評
価
で
き
る
よ
う
、
制

度
の
見
直
し
を
進
め
ま

す
。

　

事
業
者
の
省
エ
ネ
取

組
に
対
す
る
支
援
策
と

し
て
は
、
事
業
者
に
お
け

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
の
改
善
に
係
る
設
備

投
資
等
に
つ
い
て
、
令
和

二
年
度
当
初
予
算
案
及

び
令
和
元
年
度
補
正
予

算
に
よ
り
、
設
備
投
資
に

係
る
費
用
の
一
部
を
支

援
す
る
予
定
で
す
。

　

加
え
て
、
税
制
に
つ
い

て
も
、
省
エ
ネ
取
組
が
優

れ
た
特
定
事
業
者
等
の

中
長
期
的
な
省
エ
ネ
投

資
等
に
対
す
る
特
別
償

却
等
の
税
制
優
遇
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
全
国
に
省
エ

ネ
の
取
組
に
係
る
支
援

窓
口
を
構
築
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
状
況
の
把
握

か
ら
省
エ
ネ
計
画
の
策

定
・
実
施
・
見
直
し
ま
で
、

経
営
状
況
も
踏
ま
え
た

き
め
細
か
な
省
エ
ネ
相

談
等
を
通
じ
て
省
エ
ネ

の
取
組
を
促
進
し
て
お

り
、
今
後
も
、
積
極
的
な

支
援
策
を
講
じ
て
い
き

ま
す
。

●
運
輸
部
門
に
お
け　

　

る
省
エ
ネ
政
策

　

運
輸
部
門
に
お
い
て

は
、
乗
用
車
等
の
燃
費
改

す
。

●
産
業
・
業
務
部
門
に　

　

お
け
る
省
エ
ネ
政
策

　

１
９
７
９
年
に
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に

制
定
さ
れ
、
数
度
に
わ
た

り
改
正
さ
れ
て
き
た
省

エ
ネ
法
は
、
工
場
等
を
設

置
す
る
事
業
者
に
対
し
、

工
場
等
判
断
基
準
に
示

さ
れ
た
省
エ
ネ
取
組
の

実
施
を
求
め
る
と
と
も

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原

単
位
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
生
産
数
量
等
で
除

し
た
数
値
）
の
年
平
均
１

％
以
上
の
低
減
を
努
力

目
標
と
し
て
定
め
、
省
エ

ネ
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
原
油
換
算
で
１
�

５
０
０
�
以
上
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
特

定
事
業
者
等
に
つ
い
て

は
、
毎
年
度
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
状
況
な
ど
を

国
に
報
告
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
度
よ
り

実
施
し
て
い
る
「
事
業
者

ク
ラ
ス
分
け
評
価
制
度

（
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｃ
評
価
制

度
）」
で
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
組
状
況
に
応

じ
て
特
定
事
業
者
等
を

ク
ラ
ス
分
け
し
、
優
良
事

業
者
に
つ
い
て
は
経
済

産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
、
取
組
が
不
十

分
な
場
合
に
は
必
要
に

応
じ
て
現
地
調
査
や
指

導
・
助
言
を
行
う
な
ど
ク

ラ
ス
ご
と
に
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
対
応
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
原
単
位
の
五
年
度
間

平
均
年
１
％
低
減
の
目

標
に
加
え
て
、
事
業
者
が

中
長
期
的
に
達
成
す
べ

き
業
種
ご
と
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
（
各
業
界

で
上
位
一
〜
二
割
の
事

業
者
が
満
た
す
水
準
等
）

を
設
定
し
、
努
力
を
促
す

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
制
度
（
産

業
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制

度
）も
２
０
０
８
年
度
よ

り
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
制
度

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

の
大
き
い
製
造
業
だ
け

で
な
く
、
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
業
に
も
対
象
を
拡
大

し
、
現
在
は
全
産
業
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
約

　

％
を
カ
バ
ー
し
ま
し

７０た
。

　

さ
ら
に
今
後
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
多
消
費
産
業
等

３
年
度
か
ら
２
０
３
０

年
度
ま
で
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ

当
た
り
の
最
終
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
）
を　

％
程
度

３５

改
善
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後

の
二
十
年
間
に
わ
が
国

が
総
力
を
挙
げ
て
達
成

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

効
率
の
改
善
が　

％
で

３５

す
か
ら
、
既
に
相
当
の
省

エ
ネ
努
力
を
行
っ
て
き

た
我
が
国
に
と
っ
て
大

変
野
心
的
な
見
通
し
と

言
え
ま
す
。

　

徹
底
し
た
省
エ
ネ
を

進
め
る
た
め
、
引
き
続
き

省
エ
ネ
法
に
よ
る
規
制

と
補
助
金
や
税
制
に
よ

る
支
援
策
の
両
面
で
省

エ
ネ
を
進
め
て
い
き
ま

に
向
け
た
各
分
野
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
施
策
の
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
見
通
し
に
お
い
て
は
、

最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を
対
策
前
比
で
原
油
換

算
５
�０
３
０
万
�
程
度

削
減
す
る
こ
と
を
見
込

ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

実
現
す
る
に
は
２
０
１

●
わ
が
国
の
省
エ
ネ　

　

ル
ギ
ー
政
策

　

２
０
１
８
年
七
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
に
お
い
て
は
、２
０
３

０
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
の
あ
る
べ
き
姿
と
し

て
策
定
さ
れ
た
長
期
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し

の
確
実
な
実
現
に
向
け

た
取
組
を
更
に
強
化
す

る
と
と
も
に
、２
０
５
０

年
を
見
据
え
た
シ
ナ
リ

オ
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
パ
リ
協
定
実

現
に
向
け
て
も
昨
年
六

月
に
政
府
と
し
て
の
長

期
戦
略
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
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4 面
経済産業省
蓮井　智哉氏

6面
環境省

相澤　寛史氏

6面
経済産業省
縄田　俊之氏

2面
経済産業省
大内　聡氏

5面
経済産業省
白井　俊行氏

　

わ
が
国
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
、産
業
・
業
務
、運
輸
、家
庭
・
業
務
各
部

門
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の

江
澤
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

各
部
門
で
徹
底
し
た
省
エ
ネ
を

経
済
産
業
省　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

江
澤　

正
名

2 面
経済産業省
松本真太郎氏

7面
総務省

飯村由香理氏
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長期エネ需給見通しの確実な実現に向けた取組を更に強化

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

２
０
５
０
年
を
見
据
え
た
シ
ナ
リ
オ
を
策
定

省
エ
ネ
法
規
制
と
補
助
金
・
税
制
に
よ
る
支
援
策

生
産
性
向
上
や
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
つ
な
が
る
省
エ
ネ
を

に
よ
り
省
エ
ネ
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

昨
年
来
、
電
気
温
水

器
、
ガ
ス
・
石
油
給
湯
器
、

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
に
つ

い
て
基
準
見
直
し
を
進

め
る
と
と
も
に
、
小
売
表

示
制
度
に
つ
い
て
も
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
事
業
者
に

お
け
る
省
エ
ネ
製
品
の

開
発
・
普
及
に
資
す
る
よ

う
、
今
年
も
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、
建
築
物
の
省
エ

ネ
性
能
を
高
め
る
た
め
、

住
宅
・
ビ
ル
の
ゼ
ロ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
（
Ｚ
Ｅ
Ｈ

（
ゼ
ッ
チ
／
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ゼ

ブ
））
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
Ｚ
Ｅ
Ｈ
／
Ｚ
Ｅ
Ｂ

（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
／
ビ

ル
）
は
大
幅
な
省
エ
ネ
を

実
現
し
た
上
で
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
、

年
間
で
消
費
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
を
収
支
ゼ
ロ

と
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
住
宅
／
建
築
物
で
す
。

　

政
府
目
標
と
し
て
掲

げ
た
、「
２
０
３
０
年
ま

で
に
新
築
住
宅
の
平
均

で
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
実
現
を
目

指
す
」
た
め
、
経
済
産
業

省
で
は
、
省
エ
ネ
を
深
掘

り
す
る
と
と
も
に
よ
り

自
家
消
費
率
を
高
め
た

Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
や
、
昨
今
の
自

然
災
害
等
を
踏
ま
え
、
停

電
時
に
も
電
力
供
給
可

能
な
災
害
に
強
い
Ｚ
Ｅ

Ｈ
（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
Ｒ
）
の
導

入
・
普
及
に
向
け
、
国
土

交
通
省
や
環
境
省
と
も

連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

●
結
び

　

省
エ
ネ
政
策
は
生
産

性
の
向
上
や
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
出
に
つ
な

が
り
、
経
済
成
長
と
も
両

立
す
る
政
策
で
す
。
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
今
後

も
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

8 面
経済産業省
清水淳太郎氏

今 号 の 主 な 登 場 者

ZEH+の推進に向けた三省連携の取組み

関係省庁（経済産業省・国土交通省・環境省）が連携して、住宅の省エ関係省庁（経済産業省・国土交通省・環境省）が連携して、住宅の省エ
ネ・省ＣＯネ・省ＣＯ 22化に取り組み、2020 年までにハウスメーカー等が新築す化に取り組み、2020 年までにハウスメーカー等が新築す
る注文戸建住宅の半数以上をＺＥＨにし、2030 年までに建売戸建やる注文戸建住宅の半数以上をＺＥＨにし、2030 年までに建売戸建や
集合住宅を含む新築住宅の平均でＺＥＨを実現することを目指す。集合住宅を含む新築住宅の平均でＺＥＨを実現することを目指す。

ＺＥＨに対する支援

将来の更なる普及に向けて供給を促進すべきZEH
※より高性能なＺＥＨ、集合住宅（超高層）

H31 予算：551.8 億円の内数  【経済産業省】
（強靭化対策の予算：120.4 億円を含む。）

引き続き供給を促進すべきＺＥＨ
※戸建住宅、集合住宅（高層以下）

中小工務店等が連携して建築するＺＥＨ
※ZEHの施工経験が乏しい事業者に対する優遇

H31 予算：130 億円の内数　【国土交通省】

省エネ性能表
示（BELS）
を活用した
申請手続の
共通化

関連情報の
一元的提供

H31 予算：97 億円の内数　 【環境省】

長期エネルギー需給見通し（エネルギーミックス）における省エネ対策

●エネルギーミックスは「２０３０年度に最終エネルギー需要を対策前比５,０３０万ｋｌ程度削減」を見込む。●エネルギーミックスは「２０３０年度に最終エネルギー需要を対策前比５,０３０万ｋｌ程度削減」を見込む。
●実現には、オイルショック後並みのエネルギー消費効率の改善（▲●実現には、オイルショック後並みのエネルギー消費効率の改善（▲３５３５％）が必要。％）が必要。

エネルギーミックスにおける最終エネルギー需要の見通し 必要とされるエネルギー消費効率の改善

3.61 億�
（2013 年度）

2013 年度
（実績）

3.76 億�
（対策前） ３.２６億�度

（対策後）

2030 年度
（見込み）

経済成長
1.7％/ 年

産業産業
１１..６０６０億億��

業務
０.６５億�
業務業務

００..６５６５億億��

運輸運輸
００..８４８４億億��

家庭家庭
００..５２５２億億��

産業産業
１１..７０７０億億��

業務業務
００..５６５６億億��

運輸運輸
００..６２６２億億��

家庭家庭
００..３８３８億億��

産業産業
１.０４２万１.０４２万��

業務業務
１.２２６万１.２２６万��

運輸運輸
１.６０７万１.６０７万��

家庭家庭
１.１６０万１.１６０万��

徹底した省エネ対策徹底した省エネ対策
５,０３０万５,０３０万��程度削減程度削減

(エネルギー消費効率）

１９９０～２０１０年の推移

２０１２年～２０３０年の推移
（今後の見込み） 1970 ～ 1990 年の推移

（オイルショック後の実績）

▲３５％の改善▲３５％の改善

１９７０－１９９０
１９９０－２０１０
２０１２－２０３０

110

100

90

80

70

60
0 5 10 15 20

（年）
＊1970年、1990 年、のエネルギー消費効率を100とする
＊エネルギー消費効率=最終エネルギー消費 /実質ＧＤＰ



２０２０年（令和２年）１月２８日　　　　　   （2）

態
に
分
か
れ
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
技
術
で
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い

る
の
で
す
が
、
共
通
的
な

要
素
を
抽
出
す
る
と
、
以

下
の
よ
う
な
も
の
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。（「
多
い
」

と
あ
る
の
は
す
べ
て
に

共
通
で
は
な
く
例
外
が

あ
る
と
い
う
意
味
で
す
）

○
大
量
生
産
の
手
段
と

し
て
、
型
を
用
い
る
場
合

が
多
い

○
加
工
の
工
程
に
あ
た

り
、
大
型
の
設
備
が
必
要

な
場
合
が
多
い

○
熱
を
必
要
と
す
る
工

程
が
多
い
た
め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
多
消
費
産
業
で
あ

る○
国
内
事
業
者
と
し
て
、

中
小
企
業
が
多
い

○
近
年
、
海
外
勢
力
に
圧

さ
れ
気
味

○
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
移
行
が

中
々
進
ま
な
い

○
若
手
人
材
の
獲
得
に

苦
戦
し
、
技
術
者
の
高
齢

化
が
進
捗

○
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
中
間
に
位
置
す
る
産

業
で
、
下
請
取
引
的
な

状
に
変
化
を
与
え
、
機
能

的
な
部
材
、
製
品
を
、
主

と
し
て
大
量
生
産
品
と

し
て
製
造
す
る
産
業
、
と

言
え
る
か
と
思
い
ま
す

が
、「
主
に
」
と
か
「
主

と
し
て
」
と
あ
る
よ
う

に
、
一
律
こ
れ
に
縛
ら
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

金
属
だ
け
で
は
な
く
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
用
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
セ

ラ
ミ
ッ
ク
を
加
工
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
一

点
も
の
を
作
る
場
合
も

あ
り
え
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど

多
種
多
様
な
産
業
で
す
。

　

分
類
す
る
と
、
鋳
造
、

鍛
造
、
金
属
プ
レ
ス
、
金

型
と
い
っ
た
様
々
な
業

ustry

」
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
「
素
形
材
産
業
」

を
必
ず
し
も
正
確
に
表

現
し
て
い
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

敢
え
て
定
義
す
る
と
、

主
に
金
属
に
熱
や
圧
力

を
加
え
て
そ
の
組
成
、
形

　

突
然
で
す
が
「
素
形
材

産
業
」
と
聞
い
て
も
、
大

多
数
の
方
は
ピ
ン
と
こ

な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

私
の
名
刺
の
英
語
表

記
を
見
る
と
「M

achine
Parts

and
Tooling

Ind

経　産　新　報

財団法人素形材センターでは、素形材産業の振興に関する次の事業に取り組んでいます。 財団法人素形材センターでは、素形材産業の振興に関する次の事業に取り組んでいます。 財団法人素形材センターでは、素形材産業の振興に関する次の事業に取り組んでいます。 

財団法人 素形材センター ーーーーーーーー 
  
〒105-0011　東京都港区芝公園3-5-8　機械振興会館201-3号室 
ＴＥＬ. 03-3434-3907　　ＦＡＸ. 03-3434-3698　　Ｅメール：mail@sokeizai.jp

http://sokeizai.jp

研修・セミナー事業 

情報収集提供事業 

表彰事業 技術調査・研究開発事業 

セミナー 工場見学 素形材月間記念式典における表彰式 

センターの各種出版物及びDVDセンターの月刊誌と年鑑 

素形材関係技術の動向調査、研究開発。 

海外関係事業 
諸外国における素形材産業の実態調査及

び海外専門家派遣等の技術協力関係事業。 

賛助会員を募集しています。セミナー参加費

等の特典があります。加入申し込みは、ホー

ムページ（http://sokeizai.jp）からもできます。 

［素形材産業］ 経　産　新　報

http://sokeizai.or.jp

Eメール :mail@sokeizai.or.jp

技
能
を
有
す
る
外
国
人

材
の
雇
用
を
進
め
る
取

組
や
、
型
管
理
の
適
正
化

に
向
け
、「
型
取
引
の
適

正
化
推
進
協
議
会
」
に
お

い
て
型
の
廃
棄
年
数
や

保
管
費
用
項
目
の
目
安

な
ど
の
具
体
的
な
方
策

を
報
告
書
と
し
て
取
り

ま
と
め
現
在
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
中

で
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
適

国
も
の
づ
く
り
産
業
の

中
で
も
、
自
動
車
や
産
業

機
械
、
電
気
電
子
な
ど
我

が
国
を
代
表
す
る
産
業

を
支
え
る
重
要
な
基
盤

産
業
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近

年
、
海
外
と
の
競
争
は
厳

し
さ
を
増
し
、
加
え
て
深

刻
な
人
手
不
足
や
い
わ

ゆ
る
「
型
管
理
問
題
」
等

表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
皆

様
方
の
、
輝
か
し
い
ご
功

績
に
敬
意
を
表
し
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
受
賞
の
方
々
を

日
頃
か
ら
支
え
て
こ
ら

れ
た
ご
家
族
の
皆
様
、
同

に
日
頃
か
ら
ご
尽
力
頂

い
て
い
る
こ
と
に
感
謝

　

ま
ず
は
素
形
材
セ
ン

タ
ー
横
川
会
長
は
じ
め
、

業
界
の
皆
様
に
は
、
わ
が

国
産
業
の
発
展
の
た
め

　

第
二
十
五
回
素
形
材

月
間
記
念
式
典
の
開
催

に
あ
た
り
、
一
言
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素
形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形
材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式
典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典
祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝
辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞

第
二
十
五
回
素
形
材
月
間
記
念
式
典
祝
辞

経
済
産
業
省　

大
臣
官
房
審
議
官

（
製
造
産
業
局
担
当
）
大
内　

聡

産
業
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
産
業
の
役
割

　

厳
し
さ
増
す
海
外
と
の
競
争
、
深
刻
な
人
手
不
足
、

　
　
「
型
管
理
問
題
」
等
の
課
題
に
直
面

　

北
米
市
場
へ
の
販
路
開
拓
ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣
、　　
　

高
度
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
技
術
開
発
推
進
等
の
施
策
も

人材育成事業 人材育成事業

セミナー

日本のものづくりを支える素形材産業日本のものづくりを支える素形材産業

普及啓発事業 普及啓発事業

素形材月間記念式典素形材月間記念式典

各種セミナー（技術セミナー）

予告 第 36回素形材産業技術賞予告　第 36回素形材産業技術賞
令和 2年 3月から募集開始　　　令和 2年 3月から募集開始

賛助会員を募集しています。
セミナー参加費などの特典
があります。加入申し込みは、
ホームページからもできます。
　URL    http://sokeizai.or.jp

賛助会員募集中賛助会員募集中

素形材産業の振興に関する次の事業に取り組んでいます。

月刊誌及び出版物

機械振興会館 301号室

　

経
済
産
業
省
で
は
、
素
形
材
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
、
素
形
材
及
び
「
も
の
づ
く
り
」

の
重
要
性
を
一
般
に
普
及
・
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
十
一
月
を
「
素
形
材
月
間
」
と
し

て
お
り
、
昨
年
二
十
五
年
目
を
迎
え
た
。
一
般
財
団
法
人
素
形
材
セ
ン
タ
ー
で
は
昨
年
十
一
月
一

日
（
金
）、
令
和
元
年
度
「
第
二
十
五
回
素
形
材
月
間
記
念
式
典
」
を
機
械
振
興
会
館
大
ホ
ー
ル

（
東
京
都
港
区
）
に
お
い
て
経
済
産
業
省
、
素
形
材
関
連
団
体
等
の
来
賓
を
は
じ
め
、
多
数
の
参

加
者
を
得
て
開
催
し
た
。
式
典
は
横
川
浩
素
形
材
セ
ン
タ
ー
会
長
の
挨
拶
の
後
、
素
形
材
産
業
技

術
賞
表
彰
、
素
形
材
産
業
優
良
従
業
員
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
経
済
産
業
省
の
大
内
大
臣
官
房
審
議

官
（
製
造
産
業
局
担
当
）
及
び
関
連
団
体
を
代
表
し
て
、
一
般
社
団
法
人
日
本
鋳
造
協
会
の
伊
藤

光
男
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
特
集
に
当
り
、
経
済
産
業
省
の
松
本
素
形
材
産
業
室
長
に
同
産
業

の
現
状
と
課
題
を
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
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一般財団法人 素形材センター

　優秀な素形材産業技術の開発により、わが国素
形材産業の技術水準の進歩向上に著しく貢献した
技術の開発者を表彰。特に優れた開発技術には、
これまで素形材関連の学・業界として唯一、経済
産業大臣賞が授与。

経済産業大臣賞　表彰状（上）
同賞　副賞盾（左）

一般財団法人素形材センター　横川会長　挨拶

米
市
場
へ
の
販
路
開
拓

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
派
遣

や
、
高
度
な
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
技
術
の
技
術
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

等
の
施
策
も
行
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、

素
形
材
産
業
の
発
展
、
ひ

い
て
は
日
本
の
も
の
づ

く
り
産
業
の
振
興
に
寄

与
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、「
素
形
材
産
業

技
術
賞
」
は
、
本
年
で
三

十
五
回
目
を
迎
え
る
と

の
こ
と
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
優
秀
な
技
術
の
提
案

が
多
く
あ
り
、
審
査
委
員

会
で
も
悩
ま
れ
た
よ
う

で
す
が
、
そ
の
結
果
、
製

造
産
業
局
長
賞
を
二
件

出
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
経
済

産
業
大
臣
賞
を
は
じ
め

各
賞
受
賞
さ
れ
た
技
術

は
、
い
ず
れ
も
、
受
賞
者

の
皆
様
の
並
々
な
ら
ぬ

特  集

月刊誌「素形材」

素形材年鑑

素
形
材
産
業
の
現
状
と
課
題

経済産業省
製造産業局

素形材産業室長

松本 真太郎

工場見学（技術研修）

素
形
材
月
間
記
念
式
典　

記
念
講
演

「
鋳
造
産
業
に
独
創
研
究
を
」

　

講
師：

公
益
社
団
法
人

　
　
　
　

日
本
鋳
造
工
学
会

　
　
　
　

会
長

鳥
越　

猛
氏

努
力
に
よ
っ
て
開
発
さ

れ
、
分
野
横
断
的
な
知
見

を
結
集
し
、
品
質
の
向
上

や
性
能
の
高
度
化
、
生
産

の
効
率
化
な
ど
素
形
材

産
業
に
求
め
ら
れ
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
す

ば
ら
し
い
技
術
ば
か
り

で
あ
る
と
承
知
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
素
形
材
産
業
の

発
展
・
向
上
に
寄
与
さ
れ

た
、「
素
形
材
産
業
優
良

従
業
員
表
彰
」
各
賞
を
受

賞
さ
れ
た
皆
様
に
も
、
そ

の
ご
功
績
と
真
摯
な
取

組
に
対
し
敬
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

受
賞
者
の
皆
様
に
は
、

是
非
、
引
き
続
き
、
わ
が

国
製
造
業
、
と
り
わ
け
素

形
材
産
業
の
技
術
の
素

晴
ら
し
さ
を
代
表
し
て

表
明
し
て
い
た
だ
く
旗

振
り
役
と
し
て
、
産
学
官

の
枠
を
超
え
て
ご
活
躍

頂
く
こ
と
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

加
え
て
、
素
形
材
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、
鋳

造
、鍛
造
、金
属
プ
レ
ス
、

金
型
、
ダ
イ
カ
ス
ト
、
粉

末
冶
金
、
鋳
鍛
鋼
、
熱
処

理
な
ど
素
形
材
産
業
各

業
界
の
連
携
が
さ
ら
に

進
展
す
る
よ
う
、
そ
の
結

節
点
と
し
て
の
重
責
を

果
た
し
て
い
た
だ
く
べ

く
、
更
に
御
尽
力
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

素
形
材
産
業
及
び
関
連

業
界
の
益
々
の
ご
発
展
、

本
日
御
出
席
の
皆
様
方

の
一
層
の
ご
健
勝
を
祈

念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
令
和
元
年　

月
１
日
）

１１

い
う
こ
と
で
市
場
縮
小

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
話
を
目

に
す
る
と
、
素
形
材
産
業

は
、
絶
滅
危
惧
種
、
い
ず

れ
は
衰
退
し
消
え
て
い

く
産
業
の
よ
う
に
思
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
は
違
い
ま

す
。

　

業
界
横
断
的
な
新
た

な
知
見
を
取
り
入
れ
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新
た

な
製
品
提
案
を
行
い
市

場
を
獲
得
、
人
員
確
保
の

た
め
に
、
大
胆
な
業
務
環

境
の
改
善
、
働
き
方
改
革

（
残
業
制
限
ば
か
り
が

強
調
さ
れ
ま
す
が
、
個
人

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
た
自
由
度
の
高

い
業
務
形
態
、
そ
の
自
由

度
確
保
の
た
め
の
工
程

管
理
の
Ｉ
Ｔ
化
も
重
要

な
要
素
で
す
）
を
実
現

し
、
親
会
社
の
追
随
だ
け

で
な
く
独
自
の
海
外
展

開
を
進
め
る
な
ど
、
非
常

に
元
気
な
素
形
材
事
業

者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

　

国
と
し
て
も
、
こ
う
し

た
元
気
な
事
業
者
を
好

事
例
と
し
て
、
業
界
全
体

を
活
性
化
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、２
０
２
０
年
は
も
う

少
し
先
を
見
据
え
て
素

形
材
産
業
の
「
強
み
」
を

改
め
て
議
論
し
、
日
本
の

産
業
競
争
力
維
持
の
た

め
に
守
る
べ
き
点
、
リ

ソ
ー
ス
を
集
中
す
べ
き

領
域
、
人
材
獲
得
の
た
め

の
魅
力
溢
れ
る
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
が
明
ら
か

に
な
る
よ
う
な
共
通
理

解
の
旗
印
を
、
皆
様
の
御

協
力
を
得
な
が
ら
形
作

っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

素
形
材
業
界
の
振
興
、

我
が
国
の
発
展
、
ひ
い
て
は

世
界
全
体
の
繁
栄
に
資
す

る
よ
う
な
目
標
作
り
を
目

指
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

目
下
、
国
の
施
策
と
し

て
は
、
足
下
の
取
組
と
し

て
、
取
引
先
か
ら
無
償
で

金
型
の
長
期
間
保
管
を

求
め
ら
れ
る
「
型
管
理
問

題
」
の
解
決
や
、
有
効
求

人
倍
率
が
四
〜
六
倍
に

跳
ね
上
が
る
素
形
材
業

界
人
材
不
足
の
中
で
の

外
国
人
材
獲
得
の
た
め

の
仕
組
み
と
し
て
の
「
特

定
技
能
外
国
人
材
制
度
」

の
推
進
と
い
っ
た
も
の

が
あ
り
ま
す
（
図
参
照
）

が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

マ
イ
ナ
ス
を
な
く
し
て

い
く
た
め
、
負
け
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
取
組

中
心
で
す
。

　

加
え
て
、
素
形
材
業
界

の
現
在
の
主
要
取
引
先

で
あ
る
自
動
車
業
界
が

「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
化
」
と
い
う

こ
と
で
自
動
走
行
、
Ｅ
Ｖ

化
し
て
い
く
中
で
、
素
形

材
製
品
の
主
要
構
成
要

素
と
し
て
の
エ
ン
ジ
ン

の
需
要
が
喪
失
す
る
と

「
し
わ
寄
せ
」
が
集
中
し

が
ち

　

わ
が
国
の
素
形
材
産

業
は
、
こ
れ
ま
で
、
自
動

車
製
造
、
電
機
電
子
・
情

報
機
器
製
造
等
の
も
の

づ
く
り
の
基
盤
を
支
え

る
産
業
と
し
て
、
熟
練
技

術
者
に
よ
る
匠
の
技
が

そ
の
高
品
質
を
支
え
て

き
た
の
は
間
違
い
な
い

こ
と
な
の
で
す
が
、
近

年
、
激
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル

競
争
に
伴
う
経
営
合
理

化
の
中
で
次
第
に
そ
の

重
要
性
、
付
加
価
値
が
忘

れ
ら
れ
、
技
術
力
の
維
持

が
困
難
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
い
う
の
が
、
素
形

材
産
業
の
み
な
ら
ず
我

が
国
産
業
全
体
の
存
亡

の
危
機
と
な
り
か
ね
な

い
状
況
だ
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
そ

こ
が
気
づ
か
れ
て
い
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

新
市
場
獲
得
目
指
す
元
気
な
素
形
材
事
業
者
を

好
事
例
と
し
て
業
界
全
体
を
活
性
化
さ
せ
た
い

２
０
２
０
年
は
「
強
み
」
を
改
め
て
議
論

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
、
素
形
材
月
間
記

念
式
典
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
素
形
材
産
業
技
術

賞
を
は
じ
め
、
栄
え
あ
る

僚
の
皆
様
を
は
じ
め
、
ご

列
席
の
方
々
に
対
し
ま

し
て
も
、
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

素
形
材
産
業
は
、
わ
が

の
課
題
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
と
し
て

は
、
人
手
不
足
の
解
消
に

向
け
、「
特
定
技
能
外
国

人
受
入
制
度
」
を
活
用
し

正
な
取
引
の
徹
底
を
図

る
取
組
を
行
う
な
ど
、

様
々
な
施
策
を
講
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
素
形
材
産
業
の

競
争
力
強
化
の
た
め
、
北

第 35回素形材産業技術賞表彰式での記念撮影：令和元年 11月 1日（金）　於　機械振興会館

製造業における外国人材受入れ方針
3 ～ 5年の技能実習 特定技能（通算で最大 5年）

〔技能実習〕＜在留資格：技能実習＞ 〔就労資格〕＜在留資格：特定技能１号＞

技能実習 2号移行対象職種技能実習 2号移行対象職種
全 80職種　全 80職種

（うち、製造は約 50職種）（うち、製造は約 50職種）

技能実習（2号）修了者技能実習（2号）修了者
（必要な技能水準＋日本語（必要な技能水準＋日本語
能力水準を満たしているも能力水準を満たしているも
のとして、新試験の免除）のとして、新試験の免除）

新試験合格者新試験合格者
（技能試験＋日本語能力試験）（技能試験＋日本語能力試験）

海外で実施海外で実施

技能実習 2号移行対象職種の追加
（将来）

（対象の製造 3分野）
◎素形材産業
◎産業機械製造業
◎電気・電子情報関連産業

（経済産業省作成資料）

期
間

型取引適正化のために
（型の廃棄・返却、保管費用項目の「目安」）

●新たな型取引の規範となる考え方を「型取引の適正化推進協議会」で検討・提言●新たな型取引の規範となる考え方を「型取引の適正化推進協議会」で検討・提言
●取引条件、支払い方法・時期の明確化、型の廃棄・返却、保管費用の協議を進めるた●取引条件、支払い方法・時期の明確化、型の廃棄・返却、保管費用の協議を進めるた
めの産業実態に即した具体的な「目安」の作成等、課題に応じた新たな整理を実施　めの産業実態に即した具体的な「目安」の作成等、課題に応じた新たな整理を実施
●今後地方を含め産業界各層への周知徹底等により提言を着実に浸透●今後地方を含め産業界各層への周知徹底等により提言を着実に浸透
【型の廃棄・返却、保管費用項目の目安】
（基本的考え方）
　・不要な型の廃棄・返却、保管費用の支払い促進
　・将来にわたる安定的な部品の供給、サプライチェーン全体の持続可能性への寄与
（廃棄・返却の目安）
　・量産期から補給期への移行の明確化
　・廃棄・保管に関する定期的な協議・連絡
　・廃棄を前提に協議する型の経過年数の明確化
　　　－自動車関連産業　　　　　　：量産終了後１５年
　　　－産業機械関連産業　　　　　：量産終了後１０～１５年
　　　－電機・電子・情報関連産業　　：最終生産後３年
（型保管費用項目の目安）
　・土地建物費、運送費、メンテナンス費、型管理に必要な情報システム構築費等の費用
項目を明確化しエビデンスを元に算定



（3）　　　　　２０２０年（令和２年）１月２８日

び
に
コ
ス
ト
低
減
を
目
的

に
、
世
界
最
大
級
の
最
新
鋭

五
万
�
油
圧
プ
レ
ス
鍛
造
機

を
活
用
し
た
革
新
的
な
型
鍛

造
技
術
の
開
発
を
行
っ
た
。

　

複
雑
な
変
形
挙
動
や
内
部

温
度
分
布
等
の
予
測
を
可
能

と
す
る
C
A
E
解
析
技
術
基

盤
を
構
築
し
、
鍛
造
方
案
の

最
適
化
に
よ
る
ニ
ア
ネ
ッ
ト

シ
ェ
イ
プ
化
を
行
い
、
金
型

開
発
期
間
の
短
縮
、
材
料
歩

留
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

更
に
五
万
�
油
圧
プ
レ
ス

鍛
造
機
の
大
圧
下
に
耐
え
ら

れ
る
金
型
設
計
な
ら
び
に
最

ブ
レ
ー
ド
の
開
発
・
製
造

リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
な
ら

　

生
産
性
と
コ
ス
ト
に
課
題

が
あ
っ
た
超
大
型
タ
ー
ビ
ン

適
潤
滑
条
件
確
立
に
よ
り
、

超
大
型
タ
ー
ビ
ン
ブ
レ
ー
ド

型
鍛
造
の
技
術
を
確
立
し

た
。

　

従
来
の
製
法
で
は
多
数
回

の
加
熱
と
プ
レ
ス
鍛
造
の
繰

り
返
し
が
不
可
欠
で
あ
っ
た

が
、
本
開
発
で
は
、
一
回
の

加
熱
と
一
回
の
プ
レ
ス
鍛
造

だ
け
で
成
形
が
可
能
と
な

り
、
大
幅
な
生
産
性
の
向
上

と
製
造
プ
ロ
セ
ス
全
体
で
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
も
実
現
し

た
。
ま
た
良
好
な
内
部
品
質

（
ミ
ク
ロ
組
織
均
一
性
）
も

確
保
し
、
製
品
認
定
を
取
得

し
た
。

　

開
発
し
た
鍛
造
技
術
お
よ

び
金
型
技
術
の
適
用
製
品
を

拡
大
し
、
2
0
1
9
年
三
月

ま
で
に
二
千
六
百
本
以
上
の

製
品
納
入
を
行
い
、
量
産
化

し
た
。

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
要
件

を
ク
リ
ア
し
て
新
エ
ン
ジ
ン

シ
リ
ー
ズ
へ
の
採
用
を
目
指

し
て
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
技
術

開
発
に
取
り
組
み
、
革
新
的
な

加
工
シ
ス
テ
ム
及
び
材
料
粉

末
を
確
立
。
量
産
で
の
工
程
管

理
手
法
を
加
え
て
総
合
的
な

生
産
技
術
と
し
て
実
用
化
し

た
。

　

ま
た
製
品
の
設
計
自
由
度

を
向
上
さ
せ
、
高
熱
効
率
と
高

出
力
の
両
立
に
貢
献
し
て
い

る
。
本
技
術
は
2
0
1
7
年
よ

り
量
産
を
開
始
し
グ
ロ
ー
バ

ル
に
展
開
中
で
あ
る
が
、
昨
今

注
目
を
集
め
る‘
Additive

M
anufacturing’

へ
の
応
用
展

開
も
期
待
さ
れ
る
技
術
で
あ

る
。

ク
ラ
ッ
ド
バ
ル
ブ
シ
ー
ト
を

量
産
し
て
い
る
が
、
当
時
の
加

工
シ
ス
テ
ム
で
は
設
備
信
頼

性
や
品
質
安
定
性
に
課
題
が

あ
り
、
更
に
は
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
低
減
や
設
置
ス
ペ
ー

ス
の
削
減
も
必
要
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
各
国
で
進
む
エ
タ

ノ
ー
ル
混
合
燃
料
対
応
の
た

め
に
は
高
い
耐
摩
耗
性
材
料

　

レ
ー
ザ
ク
ラ
ッ
ド
バ
ル
ブ

シ
ー
ト
は
、
バ
ル
ブ
シ
ー
ト
部

に
耐
摩
耗
材
料
を
直
接
肉
盛

す
る
技
術
で
あ
り
、
バ
ル
ブ

シ
ー
ト
の
小
型
化
に
よ
る
周

辺
の
設
計
自
由
度
の
向
上
や
、

高
い
熱
伝
導
性
に
よ
る
バ
ル

ブ
冷
却
能
力
の
向
上
が
見
込

ま
れ
る
。

　

当
社
で
は
過
去
に
レ
ー
ザ

　

保
護
膜
は
多
孔
質
構
造
で
、

熱
伝
導
率
が
従
来
比
約
2
/

3
と
断
熱
特
性
に
優
れ
、
開
発

品
を
用
い
る
と
溶
湯
が
約　
50

℃
高
く
な
り
溶
湯
流
動
性
と

溶
湯
補
給
性
が
向
上
し
薄
肉
・

複
雑
形
状
で
高
強
度
な
鋳
造

が
可
能
と
な
る
。

　

ま
た
、
保
護
膜
の
一
部
は
母

材
に
伸
長
し
、
保
護
膜
と
母
材

が
強
固
に
密
着
し
膜
の
剥
離

を
防
止
す
る
。
そ
の
結
果
、
開

発
品
は
従
来
比
二
十
倍
以
上

の
長
寿
命
と
な
り
、
金
型
交
換

や
保
守
作
業
を
低
減
し
、
生
産

効
率
を
大
幅
に
改
善
し
た
。

　

本
開
発
品
は
、
重
力
鋳
造
法

な
ど
の
金
型
に
も
適
用
が
可

能
で
あ
り
、
そ
の
効
果
が
期
待

で
き
る
。

吸
熱
さ
れ
、
溶
湯
が
温
度
低
下

を
招
き
薄
肉
鋳
造
が
難
し
い
。

　

従
来
の
材
料
は
合
金
工
具

鋼
S
K
D　

を
使
用
し
て
い

61

た
。
開
発
品
は
従
来
品
に
タ
ン

グ
ス
テ
ン
と
コ
バ
ル
ト
を
添

加
し
適
正
な
条
件
で
熱
処
理

す
る
こ
と
で
、
高
断
熱
で
剥
離

し
に
く
い
保
護
膜
を
作
る
。

　

自
動
車
用
エ
ン
ジ
ン
の
軽

量
化
要
求
は
日
増
し
に
高
ま

り
、
薄
肉
・
複
雑
形
状
で
高
強

度
な
高
品
質
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

合
金
鋳
物
が
望
ま
れ
て
い
る
。

シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
用
低
圧

鋳
造
機
で
は
金
型
内
の
「
湯
口

ブ
ッ
シ
ュ
」
で
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
合
金
と
接
触
す
る
内
面
に

騰
し
て
い
る
鉄
鋼
材
料
の
部
品
に

占
め
る
割
合
を
下
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

ま
た
焼
結
、
M
I
M
と
比
較

す
る
と
、成
形
、高
温
焼
結
処
理

を
必
要
と
し
な
い
た
め
、
使
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
少
な
く
す
る
こ
と
が

で
き
た
。従
来
工
法
で
製
作
さ
れ

た
部
品
と
比
較
し
て
も
、
コ
ス
ト

を
半
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

絞
り
と
増
肉
を
組
み
合
わ
せ

た
精
密
複
雑
三
次
元
形
状
の
多

工
程
鍛
造
の
技
術
の
確
立
も
目

指
し
て
お
り
、現
在
生
産
中
の
自

動
車
重
要
保
安
部
品
以
外
の
自

動
車
部
品
、
航
空
機
分
野
、
医

療
分
野
な
ど
の
部
品
へ
の
応
用

を
視
野
に
入
れ
て
営
業
活
動
を

進
め
て
い
る
。

工
程
鍛
造
工
法
で
は
、
原
材
料

に
は
個
別
に
切
り
分
け
ら
れ
た
ス

ラ
グ
材
を
使
用
し
て
、冷
間
鍛
造

工
法
で
作
製
し
た
。

　

材
料
歩
留
ま
り
が　

〜　

%

10

20

の
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
工
法
と

比
較
す
る
と
、
本
開
発
法
で
は

材
料
歩
留
ま
り
を　

〜　

%
に

70

80

上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
価
格
が
高

　

現
在
鉄
鋼
材
料
は
、
高
価
格

や
原
材
料
不
足
に
よ
り
供
給
が

不
足
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
外
国
に
依
存

し
て
い
る
。

　

従
来
、
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン

グ
、
焼
結
、
M
I
M
な
ど
の
工
法

で
製
作
し
て
い
た
自
動
車
用
重

要
保
安
部
品
だ
が
、
今
回
の
多

　

設
計
圧
力　

M
P
a

90

以
上
を
必
要
と
す
る
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用
鋼

製
蓄
圧
器
は
、
必
要
肉
厚

が
厚
く
、
且
つ
信
頼
性
を

高
め
る
た
め
の
内
表
面

高
精
度
仕
上
げ
も
必
要

と
さ
れ
る
た
め
、
重
量
や

コ
ス
ト
の
面
で
課
題
が

あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
設
計
の
面
か

ら
素
材
や
構
造
を
見
直

し
、
高
い
信
頼
性
を
維
持

し
た
ま
ま
軽
量
化
と
低

コ
ス
ト
化
を
実
現
さ
せ

る
た
め
、
量
産
さ
れ
る

シ
ー
ム
レ
ス
鋼
管
を
用

い
た
開
口
径
の
大
き
な

両
端
絞
り
形
状
蓄
圧
器

の
開
発
を
行
っ
た
。

　

絞
り
形
状
の
蓄
圧
器

は
、
設
計
圧
力　

M
P
a

40

以
下
で
開
口
径
の
小
さ

な
蓄
圧
器
は
存
在
し
て

い
る
が
、
本
開
発
で
は
、

内
面
仕
上
げ
精
度
や
検

査
精
度
の
向
上
の
た
め
、

開
口
径
を
大
き
く
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

開
口
径
を
大
き
く
し

た
高
圧
蓄
圧
器
の
絞
り

成
形
は
、
厚
肉
で
あ
る
こ

と
や
加
工
で
寄
せ
る
肉

の
量
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
要
求
す
る
形
状
を
実

現
さ
せ
る
こ
と
が
非
常

に
困
難
で
あ
っ
た
が
、
金

型
形
状
の
最
適
化
や
押

し
込
み
手
順
の
検
討
な

ど
、
鍛
造
方
法
の
見
直
し

に
よ
り
、
要
求
す
る
開
口

径
や
必
要
肉
厚
、
形
状
の

確
保
※
に
成
功
し
た
。

　

今
回
開
発
し
た
蓄
圧

器
は
、
信
頼
性
や
耐
久
性

に
お
い
て
優
れ
た
特
性

を
有
し
た
ま
ま
重
量
や

製
造
コ
ス
ト
を
大
幅
に

低
減
し
た
も
の
で
あ
り
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

整
備
が
進
め
ら
れ
る
国

内
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
設
置
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

　

ま
た
、
蓄
圧
器
の
低
コ

ス
ト
化
や
高
耐
久
化
は
、

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

コ
ス
ト
低
減
に
も
繋
が

り
、
今
後
の
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
の
普
及
に
向

け
て
貢
献
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

※
構
造
、
形
状
に
関
す
る

特
許
、
意
匠
出
願
中

法
の
特
長
を
活
か
し
て
、金

型
に
通
常
の
重
力
鋳
造
で

使
用
さ
れ
る
砂
型
を
組
合

せ
て
使
用
す
る
こ
と
を
可

能
と
し
た
。

　

こ
の
金
型
と
砂
型
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
モ
ー
ル
ド
技
術
の

開
発
に
よ
っ
て
、ア
ン
ダ
ー
カ

ッ
ト
部
や
中
空
部
を
有
す

る
部
品
の
一
体
成
型
を
可

能
と
し
た
上
に
、
少
な
い
鋳

造
欠
陥
、
熱
処
理
に
よ
る

高
強
度
化
な
ど
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
に
な
い
高
い
成
形
の

自
由
度
、
高
品
質
、
高
強

度
を
有
す
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

合
金
鋳
物
が
製
造
で
き
る

半
溶
融
成
形
技
術
を
確

立
し
た
。

　

さ
ら
に
、こ
の
技
術
を
活

用
し
て
高
放
熱
性
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
合
金
、
熱
処
理
レ
ス
高

強
度
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
な

ど
の
開
発
に
も
成
功
し
て
い

る
。

困
難
で
あ
り
、
鋳
物
品
質

の
点
で
も
、
鋳
造
欠
陥
が

多
く
、
膨
れ
が
発
生
す
る

た
め
に
熱
処
理
に
よ
る
高

強
度
化
が
図
れ
な
い
な
ど
、

ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
を
満
足
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

本
開
発
で
は
、
半
溶
融

状
態
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金

を
低
速
・
低
圧
で
層
流
充

て
ん
さ
せ
る
半
溶
融
成
形

　

市
場
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
鋳
物
の　

％
以
上
を
占

80

め
る
ダ
イ
カ
ス
ト
は
、
生
産

性
が
高
く
、
コ
ス
ト
面
で
は

非
常
に
有
利
な
鋳
造
法
で

あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
成
形
の

自
由
度
の
点
で
は
、
金
属

製
の
主
型
や
中
子
を
使
用

す
る
た
め
に
、
ア
ン
ダ
ー
カッ

ト
部
や
中
空
部
の
成
形
が
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新
材
料
開
発
に
よ
り
高
断
熱
で
剥
離
し
に
く
い

多
層
多
孔
質
な
保
護
膜
形
成
を
実
現

適
用
部
品
は
従
来
比　

倍
以
上
の
長
寿
命
、金
型
交
換
や
保
守

20

作
業
低
減
、生
産
効
率
大
幅
改
善

経
済
産
業
大
臣
賞

ア
ル
ミ
鋳
造
用
耐
溶
損
技
術
の
開
発

古
河
キ
ャ
ス
テ
ッ
ク
株
式
会
社

日
産
自
動
車
株
式
会
社

中

小

企

業

庁

長

官

賞

レ
ー
ザ
ク
ラ
ッ
ド
バ
ル
ブ
シ
ー
ト

の
量
産
化
技
術
開
発

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

株
式
会
社
豊
田
中
央
研
究
所

一
回
の
加
熱
と
一
回
の
プ
レ
ス
鍛
造
で大型

部
材
が
成
形
可
能

　

大
幅
な
生
産
性
向
上
と

製
造
プ
ロ
セ
ス
全
体
で
省
エ
ネ
化
実
現

超
大
型
タ
ー
ビ
ン
ブ
レ
ー
ド
の
高
精
度
高

品
質
型
鍛
造
技
術
の
開
発
と
量
産
化

日
立
金
属
株
式
会
社

株
式
会
社
日
立
製
作
所

日
本
エ
ア
ロ
フ
ォ
ー
ジ
株
式
会
社

間
で
終
了
す
る
溶
接
状

態
を
可
視
化
す
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
解
析
ソ
フ
ト
を

開
発
し
て
接
合
部
の
最
適

形
状
及
び
最
適
条
件
を

見
出
し
、
開
発
時
間
と
コ

ス
ト
を
大
幅
に
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
技
術
は
従
来
の
溶

接
棒
を
使
用
し
な
い
の

で
、
例
え
ば
、
ヘッ
ダ
ー
配

管
に
複
数
の
ノ
ズ
ル
を
接

合
す
る
際
は
、
隣
接
す
る

ノ
ズ
ル
間
の
間
隔
が
極
め

て
短
く
で
き
、
外
観
が
非

常
に
き
れ
い
な
状
態
で
あ

り
、
熱
歪
み
等
が
極
め
て

少
な
い
。

　

冷
却
配
管
等
の
実
生

産
を
始
め
て
お
り
、
設
備

の
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
大
い
に

役
立
つ
技
術
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
接
合
す
る
部

品
同
士
を
圧
接
し
た
状

態
で
高
電
流
を
流
し
、
接

合
面
の
電
気
抵
抗
に
よ

り
発
生
す
る
熱
を
利
用

し
て
接
合
す
る
全
周
リ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
溶
接

の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

　

具
体
的
に
は
極
短
時

　

従
来
、ス
テ
ン
レ
ス
配
管

等
の
溶
接
は
、
熟
練
作
業

工
に
よ
る
ア
ー
ク
・
ガ
ス

溶
接
等
で
行
わ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
は
熱
伝
導
率
が
小
さ
い

た
め
、
熱
歪
が
大
き
く
溶

接
後
の
修
正
加
工
を
必

要
と
し
た
。一
方
で
、
コ
ス

ト
の
削
減
や
製
品
の
品
質

向
上
の
強
い
ニ
ー
ズ
が
あ
っ

た
。

�
タ
ッ
チ
レ
ス
�、�
Q
R

コ
ー
ド
付
与
に
よ
る
製

品
一
個
単
位
で
の
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
�
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
す
る
高
効

率
・
高
品
質
生
産
ラ
イ
ン

を
開
発
し
た
。

　

本
開
発
ラ
イ
ン
で
は
、

従
来
は
生
産
が
困
難
で

あ
っ
た
横
穴
や
ア
ン

ダ
ー
カ
ッ
ト
形
状
（
内
径

溝
）
を
高
効
率
、
高
品
質

に
製
造
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
現
在
、
約
二

十
万
個
/
月
（
2
0
1
9

年
九
月
時
）
の
焼
結
部
品

を
生
産
し
て
い
る
。

　

今
後
、
原
価
低
減
、
品

質
要
求
が
一
層
強
く
な

る
自
動
車
部
品
市
場
を

始
め
、
新
規
市
場
へ
の
拡

販
が
期
待
さ
れ
る
。

い
た
。

　

そ
こ
で
開
発
者
は
、
自

動
車
用
可
変
バ
ル
ブ
タ

イ
ミ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
以

降
、
V
V
T
）
用
ロ
ー
タ

部
品
二
点
に
対
し
、
粉
末

を
押
し
固
め
た
�
圧
粉

体
�
の
状
態
で
形
状
加
工

を
行
う
�
成
形
体
加
工
�

技
術
を
適
用
し
�
一
個
流

し
�、�
仕
掛
り
ゼ
ロ
�、

　

焼
結
部
品
は
金
型
構

造
上
の
制
約
に
よ
り
横

穴
や
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト

形
状
（
内
径
溝
等
）
を
粉

末
成
形
す
る
こ
と
が
一

般
的
に
困
難
な
こ
と
か

ら
、
焼
結
後
に
機
械
加
工

を
行
う
必
要
が
あ
り
、
製

造
コ
ス
ト
増
加
、
機
械
加

工
バ
リ
処
理
等
の
品
質

リ
ス
ク
悪
化
を
招
い
て

材
料
歩
留
ま
り
は　

〜　

%
、鉄
鋼
材
料
の
割
合
を
下
げ

70

80

使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
少
な
く
コ
ス
ト
を
半
減

航
空
機
分
野
、
医
療
分
野
な
ど
へ
も
視
野
に

素
形
材
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

素
形
材
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

ジ
ュ
ー
ル
熱
に
よ
る
溶
接
技
術
を
開
発
、そ
の
溶
接
状
態
を

可
視
化
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
解
析
ソ
フ
ト
で

開
発
時
間
と
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減

圧
粉
体
�
状
態
で
形
状
加
工
を
行
う

　
�
成
形
体
加
工
�
技
術
を
適
用

横
穴
や
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
形
状
（
内
径
溝
）

を
高
効
率
、
高
品
質
に
製
造
可
能

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
溶
接
技
術
の
開
発

株
式
会
社
清
水
製
作
所
宮
崎

国
立
大
学
法
人
九
州
工
業
大
学

都
城
工
業
高
等
専
門
学
校

複
雑
３
次
元
部
品
の

多
工
程
鍛
造
プ
ロ
セ
ス
の
開
発

太
陽
工
業
株
式
会
社

圧
粉
体
の
形
状
加
工
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

付
与
を
実
現
し
た
生
産
技
術
の
開
発

住
友
電
工
焼
結
合
金
株
式
会
社

レ
ー
ザ
ー
積
層
に
よ
る

革
新
的
加
工
シ
ス
テ
ム
と
高
耐
摩
耗
粉
末
を
確
立

製
品
の
高
熱
効
率
と
高
出
力
の
両
立
に
貢
献

製

造

産

業

局

長

賞

素
形
材
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

製

造

産

業

局

長

賞

ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
部
や
中
空
部
を

有
す
る
部
品
の
一
体
成
形
を
可
能

高
品
質
、
高
強
度
を
有
す
る

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
鋳
物
を
製
造

金
型
・
砂
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ
ー
ル
ド
技

術
に
よ
る
半
溶
融
成
形
技
術
の
開
発

株
式
会
社
浅
沼
技
研

　
　

静
岡
県
工
業
技
術
研
究
所
浜

松
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

信
頼
性
や
耐
久
性
に
優
れ
た
特
性

重
量
や
製
造
コ
ス
ト
を
大
幅
に
低
減

水
素
ス
テ
ー
ション
に
設
置
さ
れ
、水
素
社
会
に
貢
献

素
形
材
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

絞
り
成
形
に
よ
り
軽
量
化
し
た
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
向
け
高
耐
久
鋼
製

蓄
圧
器
の
開
発株式

会
社
日
本
製
鋼
所

高
圧
昭
和
ボ
ン
ベ
株
式
会
社

化
樹
脂
（
S
G
）
技
術
を

導
入
し
、
低
臭
気
で
あ
り

生
産
性
も
落
と
す
こ
と
が

な
い
コ
ー
テ
ッ
ド
サ
ン
ド
を

実
現
し
た
。

　

ま
た
臭
気
性
ガ
ス
の
大

幅
な
低
減
に
よ
り
鋳
造

品
の
ガ
ス
欠
陥
も
大
き
く

低
減
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
溶
湯
を
酸
化
さ
せ
な

い
低
臭
気
レ
ジ
ン
コ
ー
テ
ッ

ド
サ
ン
ド
は
溶
湯
の
流
動

性
も
高
く
肉
厚
３
�
の

超
薄
物
鋳
物
も
実
現
し

た
。

　

本
技
術
は
シ
ェ
ル
ス
タ
ッ

ク
鋳
造
法
の
み
な
ら
ず
一

般
的
な
シ
ェ
ル
中
子
に
も

使
用
で
き
、
工
場
内
臭
気

お
よ
び
ガ
ス
欠
陥
不
良
の

大
幅
な
低
減
が
実
現
で

き
て
い
る
。
鋳
造
品
の
材

質
も
選
ば
ず
ア
ル
ミ
合

金
・
銅
合
金
に
も
広
く
使

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
工

場
臭
気
の
低
減
は
雇
用

対
策
に
も
大
き
く
役
立
っ

て
い
る
。

　

シ
ェ
ル
ス
タ
ッ
ク
鋳
造
法

は
鋳
肌
・
寸
法
精
度
が
良

く
中
小
ロ
ッ
ト
に
お
い
て

生
産
性
が
優
れ
て
い
る
。

た
だ
し
レ
ジ
ン
燃
焼
時
の

悪
臭
・
刺
激
臭
は
周
辺
住

熱
硬
化
樹
脂
（
S
G
）
技
術
を
導
入

　
　

低
臭
気
で
高
生
産
性
を
維
持
し
た

　
　
　
　
　

コ
ー
テ
ッ
ド
サ
ン
ド
を
実
現

素
形
材
産
業
技
術
表
彰

素
形
材
産
業
技
術
表
彰

委
員
会
特
別
賞

委
員
会
特
別
賞

低
臭
気
・
低
不
良

シ
ェ
ル
ス
タ
ッ
ク
鋳
造
法
の
開
発

株
式
会
社
マ
ツ
バ
ラ

株
式
会
社
瓢
屋

 
（
今
年
度
創
設
）

奨 励 賞
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�

民
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
絶

え
ず
、
ま
た
ガ
ス
起
因
の

不
良
率
の
高
さ
か
ら
敬
遠

さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

　

悪
臭
の
も
と
で
あ
る
ヘ

キ
サ
を
使
用
し
な
い
熱
硬

●
開
発
技
術
名：

焼
結

冷
間
鋳
造
と
真
空
浸
炭

に
よ
る
自
動
車
部
品
の

開
発

　

井
上
熱
処
理
工
業
株

式
会
社

　

藤
焼
結
合
金
株
式
会

社
　

群
馬
県
立
群
馬
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー

　

国
立
大
学
法
人
群
馬

大
学

●
開
発
技
術
名：

生
産

性
向
上
と
点
検
工
数
の

削
減
に
よ
る
鋳
造
工
場

の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化

　

新
東
工
業
株
式
会
社

●
開
発
技
術
名：

ス
ー

パ
ー
フ
ァ
イ
ン
ピ
ッ
チ

冷
却
器
の
ダ
イ
カ
ス
ト

成
形
技
術
開
発

　

群
馬
合
金
株
式
会
社

　

学
校
法
人
早
稲
田
大

学
　

国
立
研
究
開
発
法
人

産
業
技
術
総
合
研
究
所

　

群
馬
県
立
群
馬
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー

●
開
発
技
術
名：

断
熱

材
と
高
温
ヒ
ー
タ
ー
を

組
み
合
わ
せ
た
高
機
能

金
型
の
開
発

　

日
型
工
業
株
式
会
社
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３
�取
引
適
正
化

　

日
本
の
製
造
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
競
争

力
向
上
を
図
る
上
で
は
、

取
引
適
正
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
と
し
て

は
、昨
年
来
、働
き
方
改
革

に
伴
う
し
わ
寄
せ
防
止
な

ど
に
向
け
た
取
組
を
精
力

的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

金
属
業
界
の
中
で
も
、

一
部
の
業
界
団
体
に
お
い

て
、「
金
属
産
業
取
引
適

正
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基

づ
く
自
主
行
動
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
も
、
取
引
適
正
化

の
さ
ら
な
る
浸
透
に
向
け
、

産
業
界
の
皆
様
と
一
層
議

論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

４
�製
造
業
安
全
対
策

　

全
て
の
事
業
活
動
の
基

礎
に
は
、「
安
全
」が
あ
り
ま

す
。金
属
業
界
か
ら
は
、
多

く
の
団
体
に
「
製
造
業
安

全
対
策
官
民
協
議
会
」
に

参
画
い
た
だ
き
、
製
造
業

全
体
の
安
全
確
保
に
向
け

て
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。そ
れ

で
も
な
お
、昨
年
も
痛
ま
し

い
事
故
が
何
件
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

重
大
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
、

今
年
も
安
全
対
策
を
一

層
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う

製
造
業
界
に
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
業
種
横
断
的

な
情
報
共
有
等
を
通
じ
て

経
済
産
業
省
と
し
て
も
後

押
し
し
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
金
属
産
業
に
お

い
て
、
特
に
重
要
な
四
つ
の

課
題
を
挙
げ
ま
し
た
が
、こ

れ
ら
以
外
に
も
数
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。
日
本

の
金
属
産
業
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
て
、政
府
と
し

て
今
後
も
状
況
の
変
化
に

合
わ
せ
た
迅
速
な
対
応
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

通
じ
、
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
マ
ル
チ
マ

テ
リ
ア
ル
化
に
対
応
し
た
最

適
設
計
ツ
ー
ル
や
評
価
手

法
の
開
発
、
難
接
合
の
異

種
材
料
間
の
接
合
・
接
着

技
術
の
開
発
、強
度
・
加
工

性
・
耐
食
性
等
の
複
数
機

能
を
同
時
に
向
上
さ
せ
た

構
造
材
料
、マ
ル
チ
マ
テ
リ
ア

ル
部
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
技
術

や
高
性
能
新
規
磁
性
材

料
等
の
開
発
等
を
、
産
官

学
で
一
体
と
な
っ
て
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

可
能
な
コ
ス
ト
を
実
現
す

る
た
め
に
「
革
新
的
環
境

イ
ノ
ベ
ー
ション
戦
略
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
国
内

で
の
大
幅
削
減
と
と
も
に
、

世
界
全
体
で
の
排
出
削
減

に
最
大
限
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

（
２
）省
エ
ネ
・
低
炭
素
技

術
の
開
発

　

こ
う
し
た
戦
略
を
踏
ま

え
、
経
済
産
業
省
は
省
エ

ネ
・
低
炭
素
に
資
す
る
技

術
開
発
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

例
え
ば
、
製
鉄
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
、コ
ー
ク
ス
製
造
時

に
発
生
す
る
水
素
を
コ
ー

ク
ス
の
代
替
と
し
て
用
い
て

鉄
鉱
石
を
還
元
す
る
技

術
や
、
高
炉
か
ら
排
出
さ

れ
る
二
酸
化
炭
素
の
分

離
・
回
収
技
術
の
開
発
を

支
援
し
て
い
ま
す（
Ｃ
Ｏ
Ｕ

Ｒ
Ｓ
Ｅ　

）。
５０

　

ま
た
、
低
品
位
の
石
炭

と
鉄
鉱
石
か
ら
つ
く
っ
た「
フ

ェロ
コ
ー
ク
ス
」
を
使
う
こ
と

で
、
高
炉
に
お
け
る
鉄
鉱

石
の
還
元
を
低
温
化
・
高

効
率
化
す
る
技
術
の
開
発

を
支
援
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
２
０
２
０
年

か
ら
は
水
素
還
元
製
鉄
な

ど
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
ス
チ
ー

ル
」
に
向
け
た
調
査
研
究

を
新
た
に
開
始
し
、
２
０

３
０
年
、
さ
ら
に
は
２
０

５
０
年
以
降
を
見
据
え

た
対
応
を
進
め
て
い
く
方

針
で
す
。

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
及
び
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

削
減
の
効
果
が
大
き
い
自

動
車
や
鉄
道
車
両
等
の
輸

送
機
器
の
抜
本
的
な
軽
量

化
に
繋
が
る
技
術
開
発
を

る
」
こ
と
を
確
認
し
て
お

り
、
引
き
続
き
問
題
解
決

に
む
け
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

２
�エ
ネ
ル
ギ
ー
・　
　

　

環
境
問
題

　

近
年
で
は
地
球
温
暖
化

対
策
や
持
続
可
能
な
開
発

が
国
際
的
に
重
要
な
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。日
本
と

し
て
も
、
環
境
負
荷
低
減

に
資
す
る
技
術
の
開
発
等

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
１
）長
期
戦
略
の
策
定

　

地
球
温
暖
化
対
策
に

関
す
る
国
際
的
な
枠
組
み

「
パ
リ
協
定
」に
お
い
て
、
２

０
２
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
に
向
け
た
長
期

戦
略
の
作
成
・
報
告
を
行

う
こ
と
が
各
国
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
昨
年
六
月
、「
パ

リ
協
定
に
基
づ
く
成
長
戦

略
と
し
て
の
長
期
戦
略
」を

閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
最

終
到
達
点
と
し
て
の「
脱
炭

素
社
会
」を
掲
げ
、そ
れ
を

今
世
紀
後
半
の
で
き
る
だ

け
早
期
に
実
現
す
る
こ
と

を
目
指
す
と
と
も
に
、
２

０
５
０
年
ま
で
の
温
室
効

果
ガ
ス　

％
削
減
の
実
現

８０

に
向
け
、
大
胆
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
一
月
に
は

長
期
戦
略
に
基
づ
い
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
分
野
に
お

い
て
非
連
続
な
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョン
を
創
出
し
、
社
会
実
装

て
は
、世
界
全
体
で
の
過
剰

生
産
能
力
の
存
在
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。Ｇ　

各
国

２０

や
関
心
あ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加

盟
国
が
情
報
共
有
と
ピ
ア

レ
ビ
ュ
ー
等
を
進
め
る
こ
と

で
問
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
き
た
鉄
鋼
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
昨
年
、

日
本
は
議
長
国
と
し
て
議

論
の
リ
ー
ド
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

経
済
産
業
省
と
し
て

は
、多
国
間
で
の
取
組
を
し

っ
か
り
と
継
続
さ
せ
る
と
と

も
に
、
二
国
間
の
対
話
を

通
じ
た
対
応
も
強
化
し
、

今
後
と
も
こ
の
問
題
の
解

決
に
各
国
と
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
米
国
通
商
拡
大

法
２
３
２
条
に
基
づ
く

鉄
鋼
及
び
ア
ル
ミ
に
対
す

る
追
加
関
税
や
、
数
量
制

限
、
輸
出
規
制
等
は
日
本

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

旨
を
繰
り
返
し
伝
え
て
き

ま
し
た
。
日
米
共
同
声
明

に
お
い
て
も
「
他
の
関
税
問

題
の
早
期
解
決
に
努
め

　

日
本
の
金
属
産
業
は
自

動
車
か
ら
携
帯
電
話
ま

で
、幅
広
い
産
業
を
支
え
る

も
の
づ
く
り
の
屋
台
骨
で

す
。し
か
し
、足
元
で
は
、海

外
の
経
済
減
速
に
よ
る
影

響
等
に
よ
り
、
厳
し
い
向
か

い
風
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

中
長
期
的
に
も
、
国
内

需
要
の
頭
打
ち
、
ユ
ー
ザ
ー

ニ
ー
ズ
の
高
度
化
と
多
様

化
、
新
興
国
の
技
術
力
の

向
上
等
、
数
多
く
の
挑
戦

が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
課
題
の
中
で
も
、
次

の
四
つ
は
特
に
重
要
で
あ
る

と
み
て
い
ま
す
。

　

１
�通
商
問
題

　

昨
年
は
、
米
中
対
立
が

顕
在
化
し
、
保
護
主
義
的

な
動
き
が
広
が
る
な
ど
、通

商
を
巡
る
国
際
的
な
動
向

に
つ
い
て
先
行
き
が
非
常
に

不
透
明
な
年
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
は
、
い

わ
ゆ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ　

や
日
Ｅ

１１

Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
通
じ
て
、質

の
高
い
通
商
ル
ー
ル
を
構
築

し
て
き
ま
し
た
。
本
年
初
め

に
は
、
日
米
貿
易
協
定
と

日
米
デ
ジ
タ
ル
貿
易
協
定

が
発
効
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
由
貿
易

の
旗
手
と
し
て
、
自
由
で
公

正
な
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
際

経
済
体
制
を
主
導
す
る

役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

鉄
鋼
や
ア
ル
ミ
等
に
つ
い

日本の鉄・非鉄金属産業の現状と展望
経
済
産
業
省　

製
造
産
業
局

　

金
属
課
長

蓮
井　

智
哉

世
界
の
鉄
鋼
過
剰
生
産
問
題
で
の
議
論
を
日
本
が
リ
ー
ド

温
室
効
果
ガ
ス
大
幅
排
出
削
減
に
最
大
限
貢
献

　

省
エ
ネ
・
低
炭
素
に
資
す
る
技
術
開
発
を
支
援

水
素
を
用
い
て
鉄
鉱
石
を
還
元
す
る
技
術
や

高
炉
排
出
の
二
酸
化
炭
素
分
離
・
回
収
技
術

自動車や鉄道車両等の抜本的な軽量化
技術開発でさらなる省エネルギー化を

取引適正化がサプライチェーン全体の競争力向上
金属業界が製造業全体の「安全確保」でリーダシップ発揮

　

Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
シ
リ
ー
ズ

は
、
材
料
粉
末
の
噴
射
と

レ
ー
ザ
ー
照
射
を
同
時
に

行
い
、
任
意
の
部
分
を
溶

融
・
凝
固
さ
せ
て
積
層
す

る
Ｄ
Ｅ
Ｄ（D

irected
En

ergy
D
eposition

）
方

式
。
大
型
か
つ
高
速
で
の
造

形
、
異
種
金
属
の
造
形
、

傾
斜
機
能
材
料
の
造
形
も

可
能
。
独
自
の
シ
ー
ル
ド
機

能
を
も
つ
ノ
ズ
ル
（
ロ
ー
カ
ル

シ
ー
ル
ド
ノ
ズ
ル
）
に
よ
り
、

材
料
の
溶
融
部
分
を
局
所

的
に
不
活
性
ガ
ス
で
シ
ー
ル

ド
を
行
う
。

　

こ
れ
に
よ
り
、チ
ャ
ン
バ
ー

を
用
い
ず
に
チ
タ
ン
合
金

等
酸
化
を
嫌
う
材
料
の
不

活
性
ガ
ス
環
境
で
の
造
形

が
可
能
。
材
料
の
溶
融
状

態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
監
視

し
、
造
形
パ
ラ
メ
ー
タ
に
フ

ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る「
モニ
タ
リ

ン
グ
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
シ
ス
テ

ム
」
が
搭
載
さ
れ
、
最
適
な

造
形
を
維
持
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
な
が
ら
の
自
動
積
層
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
十
月
に

三
菱
重
工
の
工
作
機
械

部
門
か
ら
分
社
化
。
門
形

五
面
加
工
機
、
門
形
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
、
歯
車
研
削

盤
、精
密
切
削
工
具
、レ
ー

ザ
ー
加
工
機
、
精
密
位
置

検
出
器
、
金
属
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
な
ど
の
開
発
製
造
、

販
売
を
行
う
。

　

分
社
化
前
か
ら
見
れ
ば

歴
史
は
古
く
、
大
型
加
工

機
を
含
め
た
生
産
加
工
ラ

イ
ン
全
般
、
小
型
の
精
密

加
工
装
置
ま
で
幅
広
く
取

り
扱
う
。

　

金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

は
、
２
０
１
４
年
か
ら
次

世
代
３
Ｄ
積
層
造
形
技

術
総
合
開
発
機
構
（
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
）
に
参
加
、
開

発
を
進
め
２
０
１
７
年

十
月
に
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
機
の

開
発
を
完
了
。

　

２
０
１
９
年
三
月
か
ら

小
型
部
品
の
試
作
造
形
に

特
化
し
た
エ
ン
ト
リ
ー
モ
デ

ル「
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
２
０
０
」

の
販
売
を
開
始
し
て
い
る
。

三
菱
重
工
工
作
機
械

代表製造機種名：ＬＡＭＤＡシリーズ
本社所在地：〒 520ｰ3080　滋賀県栗東市六地蔵 130

製品問い合わせ先：営業戦略業務部　微細加工システムグループ
電話 077（501）3822
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Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
シ
リ
ー
ズ

環境調和型プロセス技術の開発事業（令和 2年度予算案額 42.0 億円）

  ●水素還元等プロセス技術の開発事業（COURSE50）

●フェロコークス技術の開発事業

輸送機器の抜本的な軽量化に資する新構造材料等の技術
開発事業 （令和 2年度予算案額 32.5 億円）



（5）　　　　　　　２０２０年（令和２年）１月２８日

は
、２
０
２
０
年
末
の
発

売
に
向
け
た
次
期
「
Ｍ
Ｉ

Ｒ
Ａ
Ｉ
」
の
開
発
最
終
段

階
の
モ
デ
ル
。
エ
コ
カ
ー

の
枠
を
超
え
た
、
走
り
を

予
感
さ
せ
る
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
さ
と
誰
も
が
思
わ

ず
振
り
返
る
エ
モ
ー
シ

ョ
ナ
ル
な
美
し
さ
を
併

せ
持
つ
ス
タ
イ
リ
ン
グ

を
追
求
。
さ
ら
に
、
走
る

楽
し
さ
を
持
つ
ク
ル
マ

づ
く
り
に
徹
底
的
に
こ

だ
わ
り
、
今
ま
で
に
な
い

気
持
ち
の
良
い
走
行
フ

ィ
ー
リ
ン
グ
の
実
現
を

目
指
し
、
開
発
を
進
め
て

き
た
。

　

ま
た
、
Ｆ
Ｃ
シ
ス
テ
ム

を
全
て
一
新
す
る
こ
と

で
、
燃
料
電
池
自
動
車
と

し
て
の

性
能
を

大
幅
に

向
上
さ

せ
る
と

と

も

に
、
水

素
搭
載

量
拡
大

な
ど
に

よ
り
、

航
続
距

離
を
従

来
型
比

で
約　
３０

％
延
長

す
る
こ

と
を
目

標
に
開

発
を
進

め
て
い

る
。

　

燃
料
電
池
自
動
車　

　
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ　
　
　

　
　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
」

　
　
　

今
年
末
の
発
売

　

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
、

「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
は
、
将

来
の
有
望
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
水
素
を
、
空

気
中
の
酸
素
と
化
学
反

応
さ
せ
て
発
電
し
た
電

気
で
走
る
ク
ル
マ
。
同
社

は
、２
０
１
４
年
十
二
月

に
発
売
し
て
以
来
、
水
素

社
会
の
扉
を
開
く
と
と

も
に
、
世
界
中
で
約
一
万

台
を
販
売
し
、
燃
料
電
池

自
動
車
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

写
真
の
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
」

経　産　新　報 ［水素社会を目指して］

環境とエネルギーセキュリティを同時に解決すると期待される水素エネルギー

水素社会実現に向けた取組み
―
―
日
本
は
、
家
庭
用
燃

料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
）
や
Ｆ
Ｃ
Ｖ
（
燃
料
電

池
車
）
な
ど
水
素
の
利
活

用
で
は
世
界
の
最
先
端

を
走
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
）
は
世
界
に

先
駆
け
２
０
０
９
年
に

日
本
で
販
売
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
国
も
補
助
金

制
度
で
支
援
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
三
十

万
台
以
上
が
普
及
し
て

お
り
、
販
売
価
格
も
当
初

の
三
百
万
円
超
か
ら
九

十
四
万
円
程
度
に
下
が

り
、
一
部
の
機
種
に
お
い

て
自
立
的
な
普
及
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
戦

略
」や「
日
本
再
興
戦
略
」

で
は
２
０
３
０
年
に
五

百
三
十
万
台
の
普
及
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
目
標

達
成
に
は
更
な
る
取
組

が
必
要
で
す
。
環
境
性
や

災
害
時
の
メ
リ
ッ
ト
を

も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ

き
、
消
費
者
に
選
択
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ

う
。

　

現
在
は
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
（
固

体
高
分
子
形
）
燃
料
電
池

が
主
流
で
す
が
、
さ
ら
に

高
効
率
の
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
（
固

体
酸
化
物
形
）
が
市
場
に

投
入
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
大
型
の
業

務
用
燃
料
電
池
と
し
て
、

分
散
型
電
源
と
な
り
う

る
と
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

Ｆ
Ｃ
Ｖ
に
つ
い
て
は
、

政
府
は
技
術
開
発
や
規

制
見
直
し
を
進
め
て
来

ま
し
た
。
現
在
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
の
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｉ
」（
２
０
１
４
年
十
二

月
販
売
開
始
）、
ホ
ン
ダ

の
「
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｙ　

Ｆ
Ｕ
Ｅ
Ｌ　

Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
」

（
２
０
１
６
年
三
月
販

売
開
始
）
が
市
場
に
投
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

価
格
は
高
い
で
す
が
、

国
の
補
助
金
二
百
万
円
、

東
京
都
の
補
助
金
百
万

円
が
出
ま
す
の
で
、
四
百

万
円
程
で
購
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
更

に
今
年
の
末
に
は
「
新
型

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
の
販
売
開

始
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

一
層
の
普
及
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
既
存
の
ガ
ソ

リ
ン
車
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
、
Ｅ
Ｖ
と
比
較
し
て
も

遜
色
の
な
い
も
の
で
な

い
と
、
市
場
で
は
消
費
者

か
ら
選
択
さ
れ
ま
せ
ん
。

い
つ
ま
で
も
補
助
金
に

頼
る
普
及
策
で
は
い
け

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
燃

料
電
池
の
低
コ
ス
ト
化

に
向
け
た
技
術
開
発
等

に
も
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
も
必
要

で
す
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
普
及
の

た
め
に
、
国
は
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
先
行
整

備
を
支
援
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
、
全
国
に
百
十

二
ケ
所
の
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
開
設
（
建
設
中

を
含
め
る
と
百
三
十
六

所
）
さ
れ
て
お
り
、
世
界

最
多
で
す
。こ
れ
を
２
０

２
５
年
ま
で
に
三
百
二

十
ヶ
所
に
増
や
し
て
い

く
予
定
で
す
。
ま
た
バ
ス

や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
商

用
車
に
つ
い
て
も
今
後

導
入
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
水
素
基
本
戦
略
」
で

は
、２
０
２
０
年
代
後
半

に
補
助
金
な
し
で
普
及

が
進
む
よ
う
、
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
自

立
化
を
目
指
し
て
お
り
、

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

建
設
及
び
運
営
コ
ス
ト

低
減
に
向
け
た
技
術
開

発
や
、
各
省
に
ま
た
が
る

規
制
の
総
点
検
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
欧
米
で
既
に

実
用
化
さ
れ
て
い
る
遠

隔
監
視
に
よ
る
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
無
人
運

転
に
つ
い
て
、
わ
が
国
で

も
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
め
ど
に
実

現
す
べ
く
、
有
識
者
に
よ

る
審
議
等
を
通
じ
て
、
必

要
な
安
全
対
策
の
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

―
―
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

普
及
の
最
大
の
課
題
は

何
で
し
ょ
う
か
。

　

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

環
境
に
や
さ
し
い
と
い

っ
て
も
、
大
量
に
普
及
さ

せ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
経

済
性
の
な
い
も
の
は
絶

対
に
普
及
し
ま
せ
ん
。
大

量
普
及
の
カ
ギ
は
、
価
格

が
下
が
る
か
ど
う
か
、
既

存
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
勝
て

る
か
ど
う
か
で
す
。

　

国
の
目
標
と
し
て
、
現

在
百
円
／
Ｎ
�

の
コ
ス

ト
を
２
０
３
０
年
に
は

三
十
円
／
Ｎ
�
に
、
将
来

的
に
は
二
十
円
／
Ｎ
�

に
ま
で
下
げ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る

と
ガ
ソ
リ
ン
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ

（
液
化
天
然
ガ
ス
）
と
同

程
度
に
近
づ
い
て
い
き

ま
す
。
既
存
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
同
程
度
で
な
い

と
選
択
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
は
低
コ
ス
ト

で
水
素
を
供
給
す
る
た

め
の
技
術
開
発
や
大
量

に
製
造
・
流
通
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

現
在
年
間
約
二
百
�

の

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流

通
量
を
２
０
２
０
年
に

四
千
�
、２
０
３
０
年
に

は
三
十
万
�

に
引
き
上

げ
る
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

に
よ
り
大
幅
な
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
も
期
待
で
き
ま

す
。

　

そ
し
て
、
褐
炭
や
海
外

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
安
価
な
原
料

か
ら
水
素
を
大
量
に
製

造
す
る
技
術
を
確
立
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
同
時
に
水
素
の
安
価

な
大
量
輸
送
技
術
の
開

発
も
必
要
で
す
。
国
際
的

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
日
本
が
構
築
す
る
の

で
す
。

　

ま
た
、
製
造
段
階
で
発

生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
分
離
・

回
収
・
貯
留
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ

（C
arbon

dioxide
C
ap

ture
and
Storage

）等
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

ト
ー
タ
ル
で
の
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
化
を
進
め
ま
す
。

　

パ
リ
協
定
で
国
際
約

束
と
な
っ
た
長
期
的
な

Ｃ
Ｏ
２
の
大
幅
削
減
に

貢
献
し
て
い
く
、
そ
ん
な

シ
ナ
リ
オ
を
「
水
素
基
本

戦
略
」
で
は
描
い
て
い
ま

す
。

―
―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ど
に
は
安
い
褐
炭
が

豊
富
に
あ
る
よ
う
で
す

ね
。　
　

褐
炭
と
は
、
水
分
や
不

純
物
な
ど
を
多
く
含
む

品
質
の
低
い
石
炭
の
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
性

質
か
ら
、
輸
送
効
率
や
発

電
効
率
が
低
く
、
さ
ら
に

乾
燥
す
る
と
自
然
発
火

す
る
お
そ
れ
も
あ
る
た

め
、
国
際
的
に
も
取
引
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
そ
う
し
た
未
利

用
資
源
か
ら
水
素
を
製

造
し
、
日
本
ま
で
運
搬
す

る
た
め
の
国
際
水
素
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築

実
証
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
国
際
間
の
取
り
組
み

は
世
界
初
と
な
る
試
み

と
な
り
ま
す
。

　

日
本
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
間
で
は
、
褐
炭
を
ガ
ス

化
し
、
製
造
し
た
水
素
を

極
低
温
下
で
液
化
し
て

日
本
へ
運
ぶ
「
褐
炭
水
素

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構

築
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
進
展
し
て
お
り
、２
０

１
９
年
十
二
月
に
は
、日

本
お
い
て
世
界
初
と
な

る
液
化
水
素
運
搬
船
「
す

い
そ　

ふ
ろ
ん
て
ぃ
あ
」

の
命
名
・
進
水
式
が
行
わ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

水
素
は
液
化
す
る
こ

と
で
、
気
体
と
比
較
し
て

体
積
が
約
１
／
８
０
０

と
な
り
大
量
に
輸
送
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
こ
の
液
化
水
素
運

搬
船
は
、２
０
２
０
年
秋

頃
に
完
成
す
る
予
定
で

あ
り
、
そ
の
後
、
日
豪
間

を
実
証
航
行
す
る
計
画

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
ブ
ル
ネ
イ

間
で
も
国
際
水
素
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
実
証
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
、
ブ

ル
ネ
イ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
工
場

に
お
け
る
未
利
用
ガ
ス

か
ら
水
素
を
製
造
し
、
ト

ル
エ
ン
と
い
う
物
質
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

メ
チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ

ン
（
Ｍ
Ｃ
Ｈ
）
と
い
う
物

質
に
変
換
し
て
日
本
ま

で
輸
送
し
、
あ
ら
た
め
て

Ｍ
Ｃ
Ｈ
か
ら
水
素
を
取

り
出
す
と
い
う
仕
組
み

に
つ
い
て
実
証
を
行
い

ま
す
。

　

２
０
１
９
年
十
一
月

に
は
、
ブ
ル
ネ
イ
に
お
い

て
Ｍ
Ｃ
Ｈ
を
製
造
す
る

水
素
化
プ
ラ
ン
ト
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
、
Ｍ
Ｃ

Ｈ
か
ら
水
素
を
取
り
出

す
日
本
側
プ
ラ
ン
ト
の

運
転
が
始
ま
り
、
水
素
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

の
実
証
が
開
始
さ
れ
る

予
定
で
す
。

―
―
地
域
の
再
エ
ネ
発

電
の
電
気
か
ら
も
水
素

を
創
り
出
せ
ま
す
ね
。

　

水
素
は
電
気
を
大
量

か
つ
長
期
に
貯
蔵
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
素

を
余
剰
再
エ
ネ
の
調
整

力
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
で
、
再
エ
ネ
の
普
及
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の

向
上
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

福
島
県
浪
江
町
で
は

太
陽
光
の
電
気
か
ら
大

規
模
に
水
素
を
製
造
す

る
実
証
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。２
０
１
８
年

七
月
よ
り
世
界
最
大
級

と
な
る
一
万
�

の
水
電

解
装
置
を
備
え
た
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

「
福
島
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド

（
Ｆ
Ｈ
２
Ｒ
）」
の
建
設

を
開
始
し
、２
０
１
９
年

十
月
か
ら
各
機
器
の
動

作
試
験
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
春
に

は
水
素
の
製
造
・
出
荷
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

福
島
県
の
ク
リ
ー
ン

な
水
素
を
福
島
県
内
の

み
な
ら
ず
、２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
期

間
中
に
も
Ｆ
Ｃ
Ｖ
・
Ｆ
Ｃ

バ
ス
や
選
手
村
等
で
活

用
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
、
日
本
の
高

い
技
術
力
を
世
界
に
も

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
十
二
月
二
十
六
日
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
素
等

関
係
閣
僚
会
議
」
に
お
い
て
「
水
素
基
本
戦
略
」
が
決
定
さ
れ
、
２
０
３

０
年
ま
で
の
行
動
計
画
と
２
０
５
０
年
を
視
野
に
入
れ
た
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
が
策
定
さ
れ
た
。
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
同
時
に
解
決

す
る
と
期
待
さ
れ
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構

造
を
変
革
・
多
様
化
さ
せ
、
大
幅
な
低
炭
素
化
を
実
現
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
有
し
て
い
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
並
ぶ

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
よ
う
目
論
む
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
を
訪
ね
、
白

井
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
課
長
に
話
を
伺
っ
た
。

経済産業省
資源エネルギー庁
新エネルギーシステム課長

  兼 水素・燃料電池戦略室長

白井　俊行氏

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
量
普
及
カ
ギ
は
経
済
性

Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
水
素
の
大
量
製
造
を
目
指
す

神
戸
で
世
界
初
の
液
化
水
素
船
が
進
水

福
島
県
浪
江
町
の
水
素
を
オ
リ
パ
ラ
で
活
用

　国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構が、東芝エネルギーシステムズ株式会社、東北電力
株式会社、岩谷産業株式会社に委託して整備を進めている福島水素エネルギー研究フィールド（ＦＨ 2Ｒ）。
再生可能エネルギーの調整力として重要なPower-to-Gas 技術の実証を行う。

写真提供：東芝エネルギーシステムズ �

太陽光発電設備

受変電設備

水素製造設備建屋
水素貯蔵・供給設備

管理棟
（制御システム）

　

Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
の
燃
料　

　

電
池
シ
ス
テ
ム

Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｅ

　

三
菱
日
立
パ
ワ
ー
シ

ス
テ
ム
ズ
「
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ

Ｉ
Ｅ
」
は
、
高
温
作
動
の

燃
料
電
池
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
（
固

体
酸
化
物
形
燃
料
電

池：
Solid

O
xide

Fuel
C
ell

）
と
マ
イ
ク
ロ
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
（
Ｍ
Ｇ
Ｔ
）
を

複
合
し
た
高
効
率
発
電

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

発
電
と
熱
発
生　
　

　

の
し
く
み

　

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
に
燃
料
ガ

ス
を
投
入
し
て
発
電
す

る
（
第
１
段
）。
高
温
の

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
排
ガ
ス
を
マ

イ
ク
ロ
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

（
Ｍ
Ｇ
Ｔ
）
に
投
入
し
て

発
電
す
る
（
第
２
段
）。

高
温
の
Ｍ
Ｇ
Ｔ
排
ガ
ス

か
ら
熱
を
取
り
出
し
、
温

水
も
し
く
は
蒸
気
を
製

造
す
る
。

　

高
効
率
で
発
電
で
き

る
こ
と
を
特
徴
と
し
、
電

気
需
要
の
多
い
サ
イ
ト

に
最
適
な
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

と
な
る
。

　

燃
料
ガ
ス
と
し
て
、
天

然
ガ
ス
、
バ
イ
オ
ガ
ス
、

水
素
、
プ
ロ
パ
ン
、
ブ
タ

ン
等
の
多
種
多
様
な
燃

料
の
利
用
が
可
能
だ
。

三菱日立パワーシステムズ「ＭＥＧＡＭＩＥ」
ＳＯＦＣとマイクロガスタービン（ＭＧＴ）を複合した高効率発電システム
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■
建
築
物
・
住
宅
の　
　

　

省
エ
ネ
化
へ
の
期
待

　

徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
の
実
現
に
は
、

産
業
部
門
、
業
務
部
門
及

び
運
輸
部
門
に
加
え
、
石

油
危
機
以
降
、
最
終
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
が
約
二
倍

に
拡
大
し
た
家
庭
部
門

の
省
エ
ネ
対
策
も
重
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
部
門

で
特
に
高
い
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
果
が
期
待
さ
れ

る
分
野
が
建
築
物
・
住
宅

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
で

す
。

　

経
済
産
業
省
で
は
、
省

エ
ネ
法
に
基
づ
く
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
に
よ

り
、
省
エ
ネ
性
能
の
向
上

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制

度
と
は
、
対
象
製
品
の

メ
ー
カ
ー
等
に
対
し
、
三

〜
十
年
程
度
先
に
設
定

さ
れ
る
目
標
年
度
に
お

い
て
最
も
優
れ
た
機
器

の
水
準
に
技
術
進
歩
を

加
味
し
た
基
準
（
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
基
準
）
を
満
た

す
こ
と
を
求
め
る
規
制

措
置
で
す
。

　

住
宅
か
ら
の
熱
損
失

の
約
八
割
を
占
め
る
外

皮
に
使
用
さ
れ
る
「
断
熱

材
」、「
複
層
ガ
ラ
ス
」
及

び
「
サ
ッ
シ
」
も
こ
の
制

度
の
対
象
と
し
て
お
り
、

よ
り
優
れ
た
断
熱
性
能

を
持
つ
建
材
が
市
場
に

流
通
す
る
こ
と
で
、
住
宅

の
断
熱
性
能
の
向
上
が

図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

■
既
存
住
宅
の　
　
　

　

省
エ
ネ
化
の
重
要
性

　

新
築
住
宅
の
省
エ
ネ

性
能
は
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
な
ど
の

支
援
施
策
や
各
メ
ー

カ
ー
の
取
り
組
み
、
断
熱

性
能
の
高
い
窓
・
サ
ッ

シ
、
断
熱
材
と
い
っ
た
高

性
能
建
材
の
普
及
に
よ

り
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
既
存
住
宅
で
の

省
エ
ネ
化
は
ま
だ
進
ん

で
お
ら
ず
、
既
存
住
宅
約

五
千
万
戸
の
う
ち
、
無
断

熱
が　

％
、
昭
和
五
十
五

３２

年
基
準
が　

％
、
平
成
四

３６

年
基
準
が　

％
と
な
っ

２２

て
ま
す
。
既
存
住
宅
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
は
大
き
い
た

め
、
相
当
程
度
の
省
エ
ネ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
新
築
住
宅
と
両
輪
で

既
存
住
宅
の
断
熱
性
能

を
高
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

高
性
能
建
材
を
用
い
た

断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
を
促

進
す
る
た
め
、
経
済
産
業

省
と
し
て
は
２
０
１
４

（
平
成
二
十
五
）
年
度
か

ら
そ
の
費
用
負
担
へ
の

補
助
事
業
と
し
て
支
援

を
行
い
、
２
０
１
８
（
平

成
三
十
）
年
度
か
ら
は
環

境
省
が
当
省
と
の
連
携

事
業
と
し
て
引
き
続
き

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、２
０
１
８
年
度

か
ら
は
、「
次
世
代
省
エ

ネ
建
材
支
援
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー　

　

ム
を
身
近
に
（
次
世　

　

代
省
エ
ネ
建
材
支　

　

援
事
業
）

　

断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、

住
宅
の
壁
や
天
井
、
床
等

の
大
規
模
な
解
体
工
事

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
工

事
期
間
が
比
較
的
長
期

に
わ
た
る
こ
と
、
仮
住
ま

い
の
確
保
が
必
要
と
な

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
住
ま

い
手
に
と
っ
て
は
コ
ス

ト
面
や
心
理
的
に
も

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
面
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
も
っ
と
簡

単
に
、
断
熱
を
は
じ
め
省

エ
ネ
に
資
す
る
リ
フ

ォ
ー
ム
が
で
き
る
建
材

に
対
す
る
支
援
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
工
期
短

縮
可
能
な
高
性
能
断
熱

パ
ネ
ル
（
真
空
断
熱
材

等
）
の
導
入
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
快
適
性
向
上
に

も
資
す
る
一
定
の
蓄
熱
、

調
湿
等
の
性
能
を
有
す

る
付
加
価
値
の
高
い
省

エ
ネ
建
材
の
普
及
促
進

を
図
る
た
め
の
導
入
支

援
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
実
際
に
負
担
を

小
さ
く
す
る
た
め
に
は
、

工
事
自
体
を
簡
単
に
し
、

で
き
る
限
り
工
期
を
短

く
す
る
こ
と
が
有
効
で

す
。
壁
や
床
を
壊
す
こ
と

な
く
、
ボ
ー
ド
系
の
断
熱

パ
ネ
ル
や
蓄
熱
材
、
調
湿

材
を
張
り
付
け
た
り
、
今

の
サ
ッ
シ
を
そ
の
ま
ま

壊
さ
ず
に
内
窓
だ
け
を

取
り
つ
け
る
、
と
い
っ
た

簡
単
な
工
事
も
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
引
っ
越
さ
ず
、
短
工

期
」と
い
う
特
徴
と
、「
部

分
断
熱
」
も
コ
ン
セ
プ
ト

の
ひ
と
つ
で
す
。
既
存
住

宅
は
住
ま
い
手
の
年
代
、

家
族
構
成
も
様
々
で
あ

り
、
か
つ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
で
変
化
す
る
た
め
、
そ

れ
に
合
わ
せ
た
形
で
提

案
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、「
長
時
間

を
過
ご
す
一
部
屋
だ
け

断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
を
や

っ
て
み
よ
う
」
と
い
っ

た
、
小
さ
な
範
囲
を
リ
フ

ォ
ー
ム
す
る
場
合
も
対

象
に
し
て
い
ま
す
。

　

先
ず
は
一
部
屋
だ
け

で
も
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行

い
効
果
を
実
感
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
そ
れ
な
ら
他
の
部
屋

も
や
っ
て
み
よ
う
」
と
思

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
省

エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
が
も

っ
と
身
近
な
も
の
に
な

っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
次
世
代
省
エ
ネ　
　

　

建
材
支
援
事
業　
　

　

の
状
況
と
今
後

　

こ
の
よ
う
な
コ
ン
セ

プ
ト
を
消
費
者
の
方
々

が
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

っ
た
の
か
、「
次
世
代
省

エ
ネ
建
材
支
援
事
業
」
は

２
０
１
８
年
度
は
二
百

五
十
件
を
採
択
、２
０
１

９
年
度
も
多
く
の
応
募

を
い
た
だ
き
、
公
募
期
間

中
に
募
集
を
締
め
切
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
今
、
頻
発
す

る
自
然
災
害
に
対
す
る

備
え
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

や
、
健
康
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
、
例
え
ば
、
住
宅
内
の

水
回
り
や
部
屋
間
の
温

地
域
新
電
力
「
C
H
I
B

A
む
つ
ざ
わ
エ
ナ
ジ
ー
」に

よ
る
自
立
分
散
電
源
を

活
用
し
た
電
力
・
熱
の
地

産
地
消
事
業
（
九
月
一
日

事
業
開
始
）
で
は
、
該
当

地
域
が
昨
年
の
台
風　
15

号
に
よ
り
停
電
し
た
も
の

の
直
ち
に
電
力
系
統
と
の

切
り
離
し
を
行
い
、
自
立

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
を
行
う
事
業
域

内
は
迅
速
に
電
力
が
復

旧
し
通
常
通
り
の
電
力
使

用
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、エ
リ
ア
内
の

温
泉
施
設
に
お
い
て
周
辺

住
民
へ
の
温
水
シ
ャ
ワ
ー
・

ト
イ
レ
や
携
帯
電
話
充
電

の
無
料
提
供
が
可
能
と
な

り
、
地
域
の
防
災
拠
点
と

し
て
も
役
割
も
果
た
し
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、Z
E
H
・

Z
E
B
に
代
表
さ
れ
る

自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
備
え
た
住
宅
・
建
築

物
、
ま
た
は
地
域
の
普
及

は
、
気
候
変
動
対
策
の

「
緩
和
」
と
「
適
応
」
の
両

い
っ
た
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
要
素
技
術
を
組
み
合
せ

実
現
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
面

的
に
広
げ
て
い
き
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
や
地
域

を
作
っ
て
い
く
こ
と
カ
ー

ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会

の
構
築
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

Z
E
H
・
Z
E
B
や
ゼ

ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域

は
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
削

減
に
つ
な
が
る
「
緩
和
」

と
、
自
立
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
搭
載
に
よ
り
台
風

等
に
よ
る
停
電
時
等
に

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
可

能
に
す
る
「
適
応
」
を
同

時
に
達
成
で
き
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
立
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
地
域

の「
適
応
」の
事
例
も
確
認

さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、

睦
沢
町
も
出
資
し
て
い
る

策
が
あ
り
ま
す
。

　
「
緩
和
」
と
は
気
候
変

動
の
原
因
と
な
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
削
減
対

策
、「
適
応
」
と
は
す
で
に

生
じ
て
い
る
、
あ
る
い
は

将
来
予
測
さ
れ
る
気
候

変
動
の
影
響
に
よ
る
被
害

の
回
避
・
軽
減
対
策
の
こ

と
で
す
。

　

世
界
的
に
見
て
も
こ
の

「
緩
和
」
と
「
適
応
」
の
両

方
の
対
策
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

脱
炭
素
建
築
物
×
防
災

　

住
宅
や
業
務
用
建
築

物
の
分
野
に
つ
い
て
は
、近

年
Z
E
H
・
Z
E
B
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な「
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
建
築
物
が

徐
々
に
普
及
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

Z
E
H
・
Z
E
B
は
既

存
の
再
エ
ネ
や
蓄
エ
ネ
と

　

例
え
ば
、
2
0
1
6
年

に
国
連
大
学
に
よ
る
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
世
界
で
最

も
災
害
へ
の
暴
露
が
高
い

十
五
の
国
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
日
本
は
四
番

目
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

災
害
の
リ
ス
ク
は
、災
害
へ

の
暴
露
に
加
え
て
、
脆
弱

性
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
災
害
の
リ

ス
ク
自
体
の
順
位
そ
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

日
本
が
災
害
列
島
で
あ

る
こ
と
を
客
観
的
に
も
再

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

気
候
変
動
対
策
に
お
い

て
は
、「
緩
和
」と「
適
応
」

と
い
う
２
つ
の
大
き
な
対

　

ま
た
、
W
M
O
（
世
界

気
象
機
関
）
の
レ
ポ
ー
ト

に
よ
る
と
、
2
0
1
5
〜

2
0
1
9
年
が
観
測
史

上
最
も
暑
い
五
年
間
で
あ

っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
気
候
変
動
は
進
展
し

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、

様
々
な
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
が
増
加
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に

　

今
年
は
日
本
国
内
で

は
台
風　

号
や
台
風　

15

19

号
、
海
外
で
も
欧
州
で
の

熱
波
に
よ
る
気
温
上
昇

や
米
国
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
の

多
発
等
、
国
内
外
で
高

温
・
台
風
・
洪
水
・
熱
波
等

の
災
害
が
起
き
て
い
ま

す
。

住宅の省エネ・脱炭素化へ　高性能建材の導入促進を
住
宅
の
脱
炭
素
化
に
向
け
て

住
宅
の
脱
炭
素
化
に
向
け
て

環
境
省　

地
球
環
境
局　

　

地
球
温
暖
化
対
策
課

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
室
長

相
澤　

寛
史
氏

経
済
産
業
省　

製
造
産
業
局

　

生
活
製
品
課

　
　

住
宅
産
業
室
長

縄
田　

俊
之
氏

　

ナ
ッ
ジ
と
は
、
強
制
で
は

な
い
も
の
の
人
々
の
行
動
を

そ
っ
と
後
押
し
す
る
こ
と
で

自
分
自
身
に
と
っ
て
よ
り

よ
い
選
択
を
自
発
的
に
取

れ
る
よ
う
に
手
助
け
す
る

政
策
手
法
で
あ
り
、
Z
E

H
と
い
う
ハ
ー
ド
を
、
ナ
ッ
ジ

と
い
う
ソ
フ
ト
（
住
宅
の
更

に
賢
い
使
い
方
の
後
押
し
）

と
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

更
に
効
果
的
に
気
候
変
動

対
策
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
、と
考
え
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
こ
う
し

た
ユ
ー
ザ
ー
単
位
の
使
い
方

を
可
能
し
ま
す
。
例
え
ば
、

環
境
省
で
は
、ウ
ェア
ラ
ブ
ル

端
末
と
A
I
で
健
康
な
睡

眠
と
節
電
を
促
す
実
証

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

脱
炭
素
経
営

　

最
後
に
、
E
S
G
投
資

が
加
速
す
る
中
、
企
業
に

お
い
て
も
脱
炭
素
な
経
営

が
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、

住
宅
・
建
築
物
分
野
に
お

い
て
も
脱
炭
素
経
営
に
関

す
る
各
種
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

� 
T
C
F
D
（
気
候
関

連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
）、
S
B
T
（Scie

nce
B
ased

T
argets

）、

R
E
1
0
0 
� 
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
企
業
と
も

協
力
し
な
が
ら
Z
E
H
・

Z
E
B
や
既
存
建
築
物

の
改
修
等
の
普
及
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

C
L
T
活
用
促
進
を
図
っ

て
お
り
、
今
後
も
木
材
を

活
用
し
た
脱
炭
素
建
築

物
の
普
及
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
地

域
の
森
林
資
源
を
使
う
こ

と
で
製
造
時
の
C
O
2
削

減
や
地
方
創
生
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム

　

と
こ
ろ
で
、住
宅
に
つ
い

て
は
近
年
、
空
き
家
の
増

加
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
空
き
家
も
既
存
建
築

物
の
一
種
で
あ
り
、
新
築

同
様
に
脱
炭
素
化
の
推

進
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
空
き
家
に
は
福

祉
施
設
、
カ
フ
ェ
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
業
務

用
施
設
に
転
用
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
利
活
用
を

行
う
際
、
古
く
性
能
の
低

い
既
存
の
設
備
を
高
効
率

設
備
に
改
修
す
る
こ
と
に

よ
り
、
空
き
家
の
省
エ
ネ

性
能
や
快
適
性
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
既
存
建
築
物
の
省
エ

ネ
改
修
も
、
気
候
変
動
対

策
を
推
進
す
る
う
え
で

重
要
で
あ
り
、
環
境
省
と

し
て
も
支
援
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

家
の
賢
い
使
い
方

　

こ
れ
ま
で
は
ハ
ー
ド
と
し

て
の
家
に
よ
る
気
候
変
動

対
策
で
し
た
が
、「
家
の
賢

い
使
い
方
」
と
い
う
考
え
方

も
重
要
で
す
。

面
に
お
い
て
重
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

C
L
T

　

建
築
物
の
脱
炭
素
化

に
お
い
て
は
、
新
た
な
木

質
部
材
で
あ
る
直
交
集

成
板（
C
L
T,C

ross
La

m
inated

Tim
ber

）
の
貢

献
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

C
L
T
は
板
材
を
直

角
に
交
わ
る
よ
う
に
重

ね
て
接
着
し
た
木
材
パ
ネ

ル
の
こ
と
で
、高
断
熱
・
快

適
性
と
い
っ
た
木
材
の
特

長
を
維
持
し
つ
つ
、そ
の
強

度
・
寸
法
安
定
性
等
の
高

さ
か
ら
、
構
造
部
材
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

環
境
省
で
は
、
C
L
T

等
の
使
用
が
建
築
物
の
省

エ
ネ
・
省
C
O
2
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
定
量
的

に
検
証
を
行
う
た
め
の
補

助
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
十
四
件

の
事
業
に
対
し
補
助
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
述
し
た
Z
E

H
・
Z
E
B
に
お
い
て
も

　

わ
が
国
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」に
お
い

て
「
徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
」
を

目
指
し
て
い
る
。
そ
の
実
現
に
は
、
住
宅
分
野
、

と
り
わ
け
既
存
住
宅
の
一
層
の
省
エ
ネ
化
が
大

き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
産
業
省
の
縄

田
住
宅
産
業
室
長
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
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度
差
を
断
熱
に
よ
り
減

ら
す
、
と
い
う
こ
と
も
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

部
分
断
熱
の
中
で
「
脱

衣
所
、
浴
室
」
の
断
熱
リ

フ
ォ
ー
ム
も
対
象
と
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
も

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
健

康
」
な
ど
の
面
を
意
識
し

つ
つ
、
当
事
業
の
対
象
を

検
討
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

■
最
後
に

　

昨
年
十
月
に
消
費
税

が　

％
に
引
き
上
げ
ら

１０
れ
ま
し
た
が
、
駆
け
込
み

需
要
と
そ
の
反
動
減
な

ど
需
要
変
動
を
抑
え
る

よ
う
、
政
府
に
お
い
て
は

様
々
な
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
住
宅

ロ
ー
ン
減
税
及
び
す
ま

い
給
付
金
の
拡
充
、
次
世

代
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度

な
ど
が
用
意
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
消
費
者
の
皆

様
に
は
引
き
続
き
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

皆
様
が
住
ま
い
の
状

況
に
応
じ
て
、
こ
れ
ら
各

種
支
援
制
度
を
適
宜
選

択
し
、
活
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
の

省
エ
ネ
化
が
飛
躍
的
に

進
む
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

気
候
変
動
対
策
に
お
い
て
は
、
新
築
・
既
築

に
か
か
わ
ら
ず
、
住
宅
の
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
化

が
待
っ
た
な
し
の
状
況
に
あ
る
。環
境
省
の
地

球
温
暖
化
対
策
課
を
訪
ね
、相
澤
地
球
温
暖
化

対
策
事
業
室
長
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
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気
候
変
動
に
は「
緩
和
」と「
適
応
」の
対
策
が
必
要

　

省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
Z
E
H
・
Z
E
B
は
「
緩
和
」

　

自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
は
「
適
応
」

C
L
T
等
の
使
用
で
建
築
物
の
省
エ
ネ
・
省
C
O
2
に

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
既
存
建
築
物
の
省
エ
ネ
改
修
も
重
要
、環
境
省
も
支
援

次
世
代
省
エ
ネ
建
材
を
普
及

容
易
な
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
の
実
現
へ

省
エ
ネ
に
併
せ
た
付
加
価
値
の
向
上
も

住
宅
の
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
化
へ

住
宅
の
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
化
へ

高
性
能
建
材
と
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
の
一
層
の
普
及
を

高
性
能
建
材
と
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
の
一
層
の
普
及
を



（7）　　　　　　　２０２０年（令和２年）１月２８日

デ
ィ
ン
グ
」、「
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
創
出
」、「
健
康
経

営
」、
一
方
地
方
自
治
体

に
と
っ
て
は「
関
係
人
口
の

創
出
」、「
地
域
の
活
性

化
」、「
若
手
人
材
の
流
出

防
止
」、「
新
た
な
雇
用
の

創
出
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

企
業
と
自
治
体
が
連

携
し
て
、
地
方
の
文
化
や

環
境
、
食
を
活
用
し
な
が

ら
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
に
つ
な
げ
て
地
域
活

性
化
を
進
め
る
自
治
体

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

本
来
は
、
住
民
の
移
住

や
企
業
の
移
転
を
期
待
し

た
い
の
で
す
が
、
中
々
簡

単
に
は
実
現
で
き
ま
せ

ん
。
な
ら
ば
地
方
と
の
定

期
的
な
繋
が
り
（
関
係
人

口
）を
増
や
し
て
い
く
。

　

あ
る
一
例
で
は
、
地
方

に
あ
る
古
民
家
や
廃
民

宿
な
ど
を
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
に
改
修
し
、長
期

休
暇
や
仕
事
・
研
修
等
で

一
�
二
週
間
の
ロ
ン
グ
ス

テ
イ
を
し
て
い
た
だ
く
。

そ
の
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
期

間
中
に
地
域
住
民
や
企

業
と
の
交
流（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
海
岸
清
掃
、
森

林
伐
採
な
ど
）
や
歴
史
・

文
化
・
風
土
を
通
じ
て
、

新
た
な
発
想
の
起
点
や
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
共
創

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
地
方
の
労
働
力

を
活
用
し
て
都
市
部
の
仕

事
の
一
部
を
受
け
入
れ

る
事
で
地
域
活
性
化
や

雇
用
の
創
出
に
繋
が
り
ま

す
。

―
―
働
き
た
い
障
が
い
者

や
高
齢
者
に
と
っ
て
は
通

勤
が
ネ
ッ
ク
の
面
も
あ
り

ま
す
。

　

介
護
が
必
要
な
障
が
い

者
の
方
や
通
勤
に
不
自
由

を
来
た
す
障
が
い
者
の
方

に
は
正
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の

活
用
が
不
可
欠
で
す
。
大

企
業
に
と
っ
て
は
障
が
い

者
雇
用
率
等
か
ら
積
極

的
に
雇
用
を
促
進
す
る

動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
特
に
首

都
圏
地
区
で
は
通
勤
事

情
や
受
け
入
れ
る
オ
フ
ィ

ッ
ス
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境

等
か
ら
も
雇
用
を
進
め

る
た
め
の
課
題
は
多
々
散

見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
テ
レ

ワ
ー
ク
勤
務
を
活
用
し
た

障
が
い
者
雇
用
が
注
目
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
協

会
の
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
賞

で
も
、
障
害
者
雇
用
を
進

め
る
企
業
が
推
進
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
や
役
所
の
空　

　

き
ス
ペ
ー
ス
も
活
用

　

ま
た
、
企
業
と
自
治
体

の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に

お
き
ま
し
て
も
佐
賀
県
の

企
業
に
千
葉
県
松
戸
市

の
障
が
い
者
の
方
が
在
宅

勤
務
限
定
で
雇
用
契
約

さ
れ
た
等
の
障
が
い
者
雇

用
事
例
も
増
加
し
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

日
本
は
少
子
高
齢
化

社
会
に
向
か
っ
て
加
速
し

て
い
ま
す
。
労
働
人
口
の

減
少
を
生
産
性
の
改
善

と
高
齢
者
や
女
性
の
活

用
で
カ
バ
ー
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、高
齢
者
に
と
っ
て
の
長

時
間
の
通
勤
は
厳
し
い
も

の
で
す
。

　

地
域
行
政
と
民
間
が

一
体
と
な
っ
て
、
学
校
や

役
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
な

ど
に
街
中
コ
・
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
、
高
齢

者
が
働
け
る
公
共
の
場
所

を
創
生
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
常
の
生
活
環
境
の
中
で

は
仕
事
が
捗
ら
な
い
、
在

宅
勤
務
は
案
外
難
し
い
と

い
っ
た
声
も
実
は
多
い
で

す
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ　

　

ィ
ス
も
拡
大
傾
向

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
形

態
の
中
で
圧
倒
的
に
多
い

の
は
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
で
、

全
体
の　

％
（
２
０
１
９

６３

年
５
月
時
点
）
を
占
め
ま

す
。サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

も
最
近
は
拡
大
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

大
手
不
動
産
会
社
で

は
コ
・
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
都
内
や
首
都
圏

近
隣
に
拠
点
数
を
拡
張

し
て
い
ま
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
が
確
保
さ
れ
た
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
に
加
え
、
一
人

か
ら
二
〜
三
人
用
の
個

室
、
多
人
数
用
の
会
議
室

タ
イ
プ
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
異
業
種
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
等
を
定
期
的
に

行
っ
て
お
り
、
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
が
生
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
鉄
道
会
社
等
で

は
主
要
駅
直
結
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
運
営
が
開

始
さ
れ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
と
連
携
し
て
駅

構
内
や
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
内

に
ボ
ッ
ク
ス
型
の
サ
テ
ラ

イ
ト
ブ
ー
ス
で
の
サ
ー
ビ

ス
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
都
内
の
カ
ラ
オ
ケ

ル
ー
ム
で
は
午
前
中
な
ど

空
い
た
時
間
帯
を
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

―
―
情
報
通
信
技
術
の

進
展
が
仕
事
の
場
所
を

選
ば
な
く
し
て
い
る
の
で

す
ね
。

　

最
近
の
動
向
と
し
て

は
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（W

or
kation=W

ork+V
acatio

n

）
が
各
自
治
体
を
中
心

に
加
速
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
十
一
月
に

は　

団
体
（
一
道
六
県
五

６５
十
八
市
町
村
）
が
参
加
し

た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治

体
連
合
会（
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ジ
ャ
パ

ン
）
が
設
立
さ
れ
、
各
自

治
体
が
情
報
連
携
を
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

本
来
、
欧
米
に
お
い
て
長

期
休
暇
を
取
り
な
が
ら
、

そ
の
間
に
発
生
す
る
会
議

や
業
務
を
休
暇
先
で
対

応
す
る
事
で
ロ
ン
グ
ス
テ

イ
を
継
続
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
出
張
先
で
の

休
暇
取
得
や
旅
行
先
等

で
の
ス
ポ
ッ
ト
業
務
を
認

め
る
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
と

し
て
急
増
中
で
す
。

　

ま
た
「
休
暇
＝Vacatio

n

」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
オ
フ

ィ
ス
と
異
な
る
環
境
で
仕

事
を
す
る
事
で
新
た
な

発
想
が
生
ま
れ
る
、
地
域

自
治
体
や
企
業
と
接
す

る
事
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
共
創
す
る
と

い
っ
たC

ollaboration

やI
nnovation

の
意
味
合
い

も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

古
民
家
や
廃
民
宿　

　

な
ど
を
コ
・
ワ
ー
キ　

　

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
期

待
は
、
企
業
に
と
っ
て
は

「
優
秀
な
人
材
の
確
保
」

や「
社
員
間
の
チ
ー
ム
ビ
ル

来
る
と
こ
ろ
か
ら
」
ト
ラ

イ
ア
ル
展
開
、
試
行
錯
誤

や
課
題
対
応
を
し
な
が

ら
順
次
対
象
者
や
対
象

部
門
を
拡
大
・
定
着
を
進

め
ら
れ
た
事
例
が
と
て
も

多
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
在
宅
勤
務
や
サ

テ
ラ
イ
ト
勤
務
に
関
し
て

も
「
毎
日
を
テ
レ
ワ
ー
ク

で
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る

方
も
多
く
い
ら
れ
ま
す

が
、「
ま
ず
は
出
来
る
と
こ

ろ
か
ら
」と
考
え
る
と
、週

一
回
の
テ
レ
ワ
ー
ク
で
通

勤
時
間
（
例：

往
復
二
時

間
）
を
削
減
で
き
る
と
考

え
る
と
、
一
か
月
で
八
時

間
、
一
年
間
で
九
十
六
時

間
の
通
勤
時
間
の
削
減
に

繋
が
り
ま
す
。
週
二
回
な

ら
年
間
百
九
十
二
時
間

の
削
減
で
す
。

　

こ
の
削
減
出
来
た
時
間

（
＝
創
出
出
来
た
時
間
）

を
如
何
に
有
効
に
活
用

す
る
か
が
重
要
で
、育
児
・

介
護
や
家
事
あ
る
い
は
自

己
啓
発
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
等

に
活
用
す
る
事
で
、
生
産

性
の
向
上
や
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
繋

げ
ら
れ
ま
す
。

　

社
員
の
育
児
・
介
護
を

起
点
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導

入
を
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
全
社
全
職
種
へ
段
階
的

に
導
入
・
定
着
を
さ
れ
た

岡
山
県
の
あ
る
中
小
企

業
は
、
時
間
外
労
働
時
間

の
大
幅
な
削
減
に
加
え

て
、
生
産
性
の
改
善
に
よ

る
業
績
面
で
の
二
桁
成

長
、
更
に
は
新
卒
希
望
就

職
先
で
地
場
大
手
企
業

を
抑
え
て
欄
外
順
位
か
ら

県
内
六
位
と
な
り
ま
し

た
。
優
秀
な
人
材
の
確
保

と
い
っ
た
リ
ク
ル
ー
ト
面
で

の
効
果
に
も
繋
が
り
ま
し

た
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
に
向

け
た
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
お
客
様
先
へ
事
例
紹
介

す
る
事
で
、
従
来
の
ビ
ジ

ネ
ス
領
域
か
ら
新
た
な
コ

ン
サ
ル
領
域
で
の
売
上
成

長
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

―
―
昨
年
、
台
風　

号
、

１５

　

号
と
大
型
台
風
に
襲

１９わ
れ
ま
し
た
。

　

大
型
台
風
の
上
陸
に

合
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
な
ど
は
計

画
運
休
を
発
表
し
ま
し

た
。テ
レ
ワ
ー
ク
が
導
入
さ

れ
て
い
る
企
業
や
導
入
検

討
を
進
め
て
い
る
企
業
で

は
、
在
宅
勤
務
や
サ
テ
ラ

イ
ト
利
用
等
の
迅
速
な
業

務
指
示
が
出
さ
れ
た
よ

う
で
す
が
、
一
方
で
約
二

百
七
十
七
万
人
も
の
人

は
五
�
六
時
間
も
か
け
て

会
社
に
出
勤
し
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
話
題
に
な
り

ま
し
た
。

　

長
時
間
掛
け
て
出
勤

し
、
業
務
の
効
率
は
上
が

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
）

の
観
点
か
ら
も
、
ま
た
通

勤
す
る
人
の
安
全
面
で
も

テ
レ
ワ
ー
ク
の
利
活
用
は

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

―
―
テ
レ
ワ
ー
ク
に
は
い

ろ
い
ろ
な
形
態
が
あ
る

そ
う
で
す
ね
。

　
「
テ
レ
ワ
ー
ク
＝
在
宅

勤
務
」
と
思
わ
れ
て
い
る

方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
視
点
で
テ　

　

レ
ワ
ー
ク
意
識
高
揚

―
―
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及

は
進
ん
で
い
ま
す
か
。

　

情
報
通
信
技
術
の
進

展
に
よ
っ
て
、近
年
は
テ
レ

ワ
ー
ク
の
浸
透
が
か
な
り

の
勢
い
で
広
が
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
テ
レ
ワ
ー
ク
デ
イ
ズ

（
七
月
二
十
一
〜
九
月
六

日
）
に
は
約
二
千
九
百

社
・
団
体
、
約
六
十
八
万

人
も
の
方
々
が
参
加
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
の
台
風

　

号
、　

号
の
影
響
か
ら
、

１５

１９

Ｂ
Ｃ
Ｐ
視
点
で
の
テ
レ

ワ
ー
ク
の
意
識
高
揚
や
各

種
セ
ミ
ナ
ー
／
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
者
数
を
み
る
と
確

実
に
導
入
検
討
に
向
け

た
取
り
組
み
拡
大
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
五
月
末

に
総
務
省
が
発
表
し
た

「
通
信
利
用
動
向
調
査
」

で
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
に
取
組

む
企
業
は
全
国
で　

・
１

１９

％
の
導
入
率
、
今
後
導
入

を
検
討
し
て
い
る
企
業
も

含
め
る
と
全
国
で　

・
１

２５

％
と
四
社
に
一
社
の
割
合

で
テ
レ
ワ
ー
ク
に
取
組
ん

で
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
都
で
は
２

０
１
９
年
九
月
末
時
点

で
の
導
入
率
が　
・
１
％
、

２５

同
じ
く
今
後
導
入
を
検

討
し
て
い
る
企
業
も
含
め

る
と　

％
を
超
え
て
い
ま

４６

す
。

　

全
体
で
の
導
入
率
は

　

・
１
％
で
は
あ
り
ま
す

１９が
、
一
方
で
全
体
の
大
多

数
を
占
め
る
中
小
企
業

で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
率

は　

・
５
％
と
ま
だ
ま
だ

１４
導
入
率
が
低
い
状
況
で

す
。

　

ま
た
導
入
先
企
業
で
の

テ
レ
ワ
ー
ク
利
用
者
が
５

％
未
満
の
企
業
が
全
体
の

　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

４８
　

今
後
の
更
な
る
テ
レ

ワ
ー
ク
の
普
及
に
向
け
て

は
、
中
小
企
業
で
の
導
入

促
進
と
導
入
先
企
業
で
の

利
用
者
拡
大
が
今
後
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
が
進
ま
な

い
理
由
と
し
て
、
中
小
企

業
の
経
営
者
の
方
々
と
お

話
を
お
伺
い
す
る
と
「
テ

レ
ワ
ー
ク
対
象
の
業
務
が

な
い
」や「
離
れ
た
場
所
で

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
懸
念

す
る
声
が
多
い
で
す
。

　

週
一
回
で
も
「
出
来　

　

る
と
こ
ろ
か
ら
」

　

テ
レ
ワ
ー
ク
先
進
企
業

の
導
入
事
例
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
、
ど
の
業
務
が
テ
レ

ワ
ー
ク
で
可
能
か
、
業
務

の
棚
卸
や
プ
ロ
セ
ス
の
見

え
る
化
を
実
施
し
、
現
行

制
度
の
中
で
「
ま
ず
は
出

に
あ
た
っ
て
必
要
な
労

務
管
理
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

活
用
方
法
、
テ
レ
ワ
ー
ク

導
入
企
業
等
の
事
例
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
個

別
相
談
会
を
セ
ッ
ト
に

し
た
企
業
向
け
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

U
RL:https://kagaya

kutelew
ork.jp/sem

ina
r/（

２
）
労
働
者
向
け
イ
ベ

ン
ト
の
開
催

　

実
際
に
テ
レ
ワ
ー
ク

を
実
施
し
よ
う
と
す
る

労
働
者
を
対
象
に
、
テ
レ

ワ
ー
ク
に
係
る
労
働
関

係
法
令
に
つ
い
て
の
解

説
や
、
パ
ソ
コ
ン
を
用
い

て
の
体
験
等
テ
レ
ワ
ー

ク
の
導
入
に
役
立
つ
内

容
を
盛
り
込
む
な
ど
、
テ

レ
ワ
ー
ク
の
メ
リ
ッ
ト

を
訴
え
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
を
全
国
主
要
都
市

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

U
RL:http://telew

or
kevent.jp/

（
３
）
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
「
輝
く
テ
レ
ワ
ー
ク

賞
」

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用

に
よ
っ
て
労
働
者
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
に
お
い
て

顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た

企
業
等
を
表
彰
し
、
先
進

的
な
取
組
を
広
く
社
会

に
周
知
す
る
た
め
、
表
彰

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

U
RL:https://kagaya

kutelew
ork.jp/

（
４
）
テ
レ
ワ
ー
ク
宣
言

応
援
事
業

　

企
業
ト
ッ
プ
の
主
導

に
よ
り
、
新
た
に
テ
レ

ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
企

業
の
取
組
を
専
用
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

９
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

（
３
）
テ
レ
ワ
ー
ク
相
談

セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営

　

雇
用
型
テ
レ
ワ
ー
ク

の
相
談
に
一
元
的
に
応

じ
る
た
め
、
東
京
に
「
テ

レ
ワ
ー
ク
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
専
門

の
相
談
員
に
よ
る
企
業

等
へ
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の

導
入
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

企
業
に
対
す
る
訪
問
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
の

導
入
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

U
RL:https://w

w
w
.t

w
-sodan.jp

電
子
メ
ー
ル：

sodan@
j

apan-telew
ork.or.jp

電
話：

０
１
２
０
（　

）
９１

６
４
７
９

（
４
）
国
家
戦
略
特
別
区

域
に
お
け
る
導
入
支
援

　

国
家
戦
略
特
区
構
想

の
下
、
東
京
都
と
国
が
連

携
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入

に
係
る
情
報
提
供
や
相

談
サ
ー
ビ
ス
等
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
実
施
す
る

「
東
京
テ
レ
ワ
ー
ク
推

進
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い

て
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
相
談

コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

U
RL:https://tokyo-

telew
ork.jp/center/

電
子
メ
ー
ル：

suishin
@
japan-telew

ork.or.jp

電
話：

０
１
２
０
（
９

７
０
）
３
９
６

　

２　

テ
レ
ワ
ー
ク　

　

普
及
に
係
る
気
運　

　

の
醸
成

（
１
）
企
業
向
け
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催

　

総
務
省
と
連
携
し
、
テ

レ
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る

　

テ
レ
ワ
ー
ク
に
お
け

る
適
切
な
労
務
管
理
の

実
施
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
普

及
の
前
提
と
な
る
重
要

な
要
素
で
す
。
そ
こ
で
、

厚
生
労
働
省
と
し
て
は

「
情
報
通
信
技
術
を
利

用
し
た
事
業
場
外
勤
務

の
適
切
な
導
入
及
び
実

施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」（
図
１
参
照
）
を

策
定
し
、
労
働
基
準
関
係

法
令
の
適
用
に
関
す
る

留
意
点
や
長
時
間
労
働

対
策
等
に
つ
い
て
周
知

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
間
外
労
働
等
改
善

助
成
金
（
テ
レ
ワ
ー
ク

コ
ー
ス
）

　

時
間
外
労
働
の
削
減

そ
の
他
の
労
働
時
間
の

設
定
の
改
善
及
び
仕
事

と
生
活
の
調
和
の
推
進

の
た
め
、
在
宅
又
は
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
お

い
て
就
業
す
る
テ
レ

ワ
ー
ク
に
取
り
組
む
中

小
企
業
事
業
主
に
対
し
、

そ
の
実
施
に
要
し
た
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る

時
間
外
労
働
等
改
善
助

成
金
（
テ
レ
ワ
ー
ク
コ
ー

ス
）（
図
２
参
照
）
を
設

け
て
い
ま
す
。

＊
本
年
度
の
交
付
申
請

は
昨
年
十
二
月
二
日
に

締
切

　

詳
し
く
は
「
テ
レ
ワ
ー

ク
相
談
セ
ン
タ
ー
」
電
話

０
１
２
０
（　

）
６
４
７

９１

（
１
）
テ
レ
ワ
ー
ク
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
周
知
啓
発

　

雇
用
型
テ
レ
ワ
ー
ク

と
い
っ
て
も
特
別
な
法

律
が
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、
労
働
基
準
法
上
の
労

働
者
に
つ
い
て
は
、
テ
レ

ワ
ー
ク
を
行
う
場
合
に

お
い
て
も
労
働
基
準
関

係
法
令
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
冒
頭

で
記
載
し
た
と
お
り
、
労

働
者
が
所
属
す
る
事
業

場
で
の
勤
務
に
比
べ
て

時
間
や
場
所
を
柔
軟
に

活
用
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
心
身
の
負
担
の

軽
減
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
な

ど
に
資
す
る
ほ
か
、
使
用

者
に
と
っ
て
も
、
育
児
や

介
護
等
に
よ
る
労
働
者

の
離
職
の
防
止
や
優
秀

な
人
材
の
確
保
等
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
労
働
時
間
の

管
理
が
難
し
い
、
仕
事
と

仕
事
以
外
の
切
り
分
け

が
難
し
い
、
長
時
間
労
働

に
な
り
や
す
い
と
い
っ

た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を

活
用
し
、
時
間
や
場
所
を

有
効
に
活
用
で
き
る
柔

軟
な
働
き
方
で
す
。
ま

た
、
働
く
方
々
の
性
別
や

年
齢
、
居
住
す
る
場
所
等

に
か
か
わ
ら
ず
、
様
々
な

方
々
の
多
様
な
生
活
ス

タ
イ
ル
に
応
じ
た
働
き

方
を
可
能
と
す
る
一
方
、

長
時
間
労
働
に
な
ら
な

い
よ
う
に
留
意
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
厚
生
労
働
省

に
お
い
て
は
、
適
正
な
労

務
管
理
下
に
お
け
る
良

質
な
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普

及
促
進
の
た
め
、
テ
レ

ワ
ー
ク
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
活
用
し
た
企
業
等
の

導
入
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
先
進

企
業
の
表
彰
等
を
通
じ

た
気
運
の
醸
成
や
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
活

用
方
法
に
係
る
検
証
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

１　

適
正
な
労
務　

　

管
理
下
に
お
け
る　

　

良
質
な
テ
レ
ワ
ー　

　

ク
の
導
入
支
援

し
、
他
社
へ
の
導
入
を
促

し
て
い
ま
す
。
掲
載
内
容

は
、
ト
ッ
プ
に
よ
る
テ
レ

ワ
ー
ク
宣
言
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
紹
介
記
事
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
取
組
を
紹
介

す
る
動
画
に
よ
り
構
成

し
て
い
ま
す
。

U
RL:https://w

w
w
.s

engen7.com
/

　

３　

テ
レ
ワ
ー
ク　

　

の
活
用
方
法
に
係　

　

る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ　

　

フ
ィ
ス
の
モ
デ
ル　

　

事
業

　

在
宅
勤
務
、
モ
バ
イ
ル

勤
務
及
び
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
勤
務
の
テ
レ

ワ
ー
ク
の
三
形
態
の
う

ち
、
活
用
が
十
分
進
ん
で

い
な
い
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
勤
務
に
つ
い
て

有
効
な
活
用
方
法
を
示

す
た
め
、
平
成
二
十
九
年

度
か
ら
令
和
元
年
度
の

三
か
年
間
に
わ
た
っ
て

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
保
育
施
設
等
に

隣
接
し
た
場
所
に
、
企
業

の
労
働
者
が
無
料
で
利

用
で
き
る
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
を
合
計
八
か

所
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
草
加
市
、
富
士
見
市
及

び
横
浜
市

U
RL:http://w

w
w
.to

bu-satelite.jp/

●
千
葉
市
、
川
崎
市
、
岐

阜
市
及
び
京
都
市

U
RL:http://w

w
w
.la

ngate.co.jp/1719/

●
多
摩
市

U
RL:http://m

hlw
.c-m

am
.co.jp/

で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
も
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
労
務
管

理
も
安
全
に
外
部
接
続
が

可
能
な
ツ
ー
ル・
サ
ー
ビ
ス
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら

は
テ
レ
ワ
ー
ク
先
進
企
業
も

解
決
し
て
い
る
課
題
で
す
か

ら
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
周
知
を
し
て
い
ま

す
。

　

普
及
に
は
政
府
全
体
で

の
取
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
府
省

連
携
強
化
の
た
め
、
２
０

１
６
年
七
月
か
ら
関
係

府
省
連
絡
会
議
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
普
及
の
環
境

整
備
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
と
労
務
管
理
な
ど
）

の
改
訂
・
周
知
を
総
務
省

と
厚
生
労
働
省
で
行
っ
て
い

ま
す
。

―
―
今
年
は
い
よ
い
よ
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
で
す
。

　

開
催
中
は
、
国
内
外
か

ら
観
光
客
が
集
ま
り
、
交

通
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。ロ
ン
ド
ン
大
会
で
は
テ
レ

ワ
ー
ク
や
休
暇
取
得
促
進

な
ど
を
混
雑
回
避
の
切
り

札
と
し
て
成
功
し
て
い
ま

す
。

　

総
務
省
で
は
関
係
府

省
・
団
体
と
と
も
に
２
０

１
７
年
か
ら「
テ
レ
ワ
ー
ク
・

デ
イ（
ズ
）」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
参
加
数
は
２
０
１

７
年
の
約
九
百
五
十
団

体
、
六
・
三
万
人
か
ら
２

０
１
９
年
は
二
千
八
百

八
十
七
団
体
、
約
六
十
八

万
人
と
拡
大
し
て
い
ま
す
。

「
テ
レ
ワ
ー
ク
・
デ
イ
ズ
２
０

１
９
」の
実
施
期
間
で
は
、

東
京
二
十
三
区
内
で
約

　

・
８
万
人
通
勤
者
が
減

２６少
（
減
少
率
マ
イ
ナ
ス
９
・

２
％
）し
て
い
ま
す
。

　
「
テ
レ
ワ
ー
ク
・
デ
イ
ズ
２

０
１
９
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
多
く
の
企
業
・
団
体

が
、
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
の
活

発
化
、
仕
事
の
見
え
る
化
、

生
産
性
の
向
上
等
に
効
果

を
感
じ
た
と
回
答
し
て
い
ま

す
。

　

事
務
用
紙
等
は
約　
３８

％
減
少
、
残
業
時
間
は
約

　

・
６
％
減
少
と
業
務
効

４４率
化
・
コス
ト
削
減
に
も
貢

献
し
て
い
ま
す
。消
費
電
力

量
も
最
大
削
減
率　

％
、

６９

平
均
９
・
１
％
と
減
少
し

て
い
ま
す
。
交
通
量
も
減

少
し
て
い
ま
す
か
ら
、
テ
レ

ワ
ー
ク
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に

も
貢
献
し
て
い
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
総
務
省
で
は
そ
の
他

ど
の
よ
う
な
施
策
を
。

　

企
業
等
に
専
門
家
を

派
遣
す
る
「
テ
レ
ワ
ー
ク
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
派
遣
事
業
」、

企
業
等
を
対
象
に
「
働
き

方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
「
働
く
、

が
変
わ
る
」テ
レ
ワ
ー
ク
」を

全
国
で
実
施
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
導
入
・
活
用
を
進
め
て
い

る
企
業
・
団
体
を
「
テ
レ

ワ
ー
ク
先
駆
者
」と
し
て
、さ

ら
に
十
分
な
利
用
実
績
が

認
め
ら
れ
る
場
合
に
「
テ
レ

ワ
ー
ク
先
駆
者
百
選
」
と
し

て
選
定
・
公
表
し
て
い
ま

す
。

　

特
に
優
れ
た
取
組
み
に

は
総
務
大
臣
賞
を
授
与
し

て
い
ま
す
。今
年
度
の
表
彰

式
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
月
間（
十

一
月
）
中
の
二
十
五
日
に

厚
生
労
働
省
の「
輝
く
テ
レ

ワ
ー
ク
賞
」
と
合
同
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
、東
京
大

会
も
契
機
に
、
そ
の
後
の
レ

ガ
シ
ー
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク

が
当
た
り
前
の
働
き
方
に

な
り
、
一
人
一
人
が
効
果

的
・
能
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
な
社
会
を
目
指
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

果
は
出
て
い
ま
す
か
。

　

２
０
１
８
年
の
内
閣

府
の
調
査
で
は
、働
き
方
を

見
直
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
積

極
的
に
導
入
し
て
い
る
企

業
の
六
割
以
上
で
労
働
時

間
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
労

働
生
産
性
の
伸
び
率
で

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
単
体
及
び

テ
レ
ワ
ー
ク
と
組
み
合
わ
せ

た
取
組
み
を
行
っ
た
企
業

で　

〜　

％
程
度
の
生
産

１３

１８

性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

―
―
相
当
普
及
も
進
ん
で

い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

２
０
１
８
年
度
に
テ
レ

ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
い
る
企

業
は　
・
１
％（
前
年
よ
り

１９

５
％
ア
ッ
プ
）、
導
入
予
定

を
含
め
て
も　

・
３
％
と
い

２６

う
現
状
で
す
。
導
入
企
業

の
う
ち
テ
レ
ワ
ー
ク
を
利
用

し
て
い
る
従
業
員
の
割
合

が
５
％
未
満
の
企
業
が

　

・
４
％
に
留
ま
っ
て
い
ま

４８す
。政
府
目
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

で
は
、
２
０
２
０
年
度
に

は
２
０
１
２
年
度
の　

・
１１

５
％
の
三
倍
を
目
標
と
し

て
お
り
一
層
の
拡
大
が
重

要
で
す
。

―
―
普
及
へ
の
課
題
は
。

　

大
企
業
で
は
か
な
り
浸

透
し
つつ
あ
り
ま
す
。
新
聞

の
調
査
で
は
、既
に
主
要
企

業
百
二
十
一
社
の　

％
に

６０

テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
が
あ
り
、

今
後
設
け
る
も
合
わ
せ
る

と　

％
に
な
る
と
い
う
デ
ー

８１
タ
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
小
企
業
が

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
東
京
商

工
会
議
所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
し
て
い

る
と
の
回
答
は
７
％
で
し

た
。た
だ
、
前
向
き
な
姿
勢

は　

・
２
％
と
な
っ
て
お

２１
り
、中
小
企
業
への
拡
大
が

急
務
で
す
。

　

意
識
改
革
も
重
要
で

す
。導
入
し
な
い
企
業
の
理

由
は
、「
仕
事
は
対
面
で
や

る
も
の
」「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が

不
安
」「
適
し
た
仕
事
が
な

い
」「
労
務
管
理
が
困
難
」

な
ど
で
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
に

適
し
た
仕
事
が
な
い
と
い
う

の
は
思
い
込
み
の
部
分
も

大
き
く
、ど
の
よ
う
な
業
種

業
態
で
も
、企
画
系
、総
務

系
等
も
あ
っ
た
り
、
工
程
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
遠
隔
で
の
操

作
、監
視
等
に
よ
り
、現
場

児
・
介
護
者
限
定
の
福
利

厚
生
的
な
使
わ
れ
方
か
ら

始
ま
る
場
合
が
多
かっ
た
と

思
い
ま
す
が
、
今
は
、
働
き

方
改
革
や
、
業
務
改
革
等

の
視
点
で
、
全
社
員
活
用

の
経
営
戦
略
と
し
て
テ
レ

ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
企
業

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
在
宅
勤
務
中
心

だ
っ
た
の
が
、
モ
バ
イ
ル
ワ
ー

ク
も
浸
透
し
、
自
分
が
最

も
効
率
的
・
効
果
的
に
働

け
る
場
所
で
働
く
こ
と
が

実
現
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
業
務
工
程
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
タ
ブ
レッ
ト
導

入
な
ど
の
現
場
で
の
業
務

効
率
化
が
進
ん
で
き
た
た

め
、現
場
・
接
客
部
門
で
も

テ
レ
ワ
ー
ク
が
導
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
オ
フ
ィ
ス
や
現
場
に

行
っ
て
仕
事
、
が
当
た
り
前

で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の

で
す
ね
。

　

在
宅
だ
け
で
な
く
、
営

業
先
や
出
張
先
で
Ｐ
Ｃ
や

モ
バ
イ
ル
で
働
く
の
も
テ
レ

ワ
ー
ク
で
す
。ま
た
、最
近
で

は
民
間
事
業
者
提
供
の

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
、
駅
中
に
あ

る
電
話
Ｂ
Ｏ
Ｘ
タ
イ
プ
な

ど
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ

れ
た
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
活
用
の
あ
り
方
も
、
企

業
の
支
店
的
に
単
独
で
利

用
す
る
だ
け
で
な
く
、
複

数
企
業
の
共
同
利
用
で
誰

も
が
そ
こ
で
仕
事
が
で
き
、

異
業
種
の
方
な
ど
と
意
見

交
換
し
、
新
た
な
事
業
や

価
値
創
造
に
つ
な
が
る「
コ・

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
」
も
増

え
始
め
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
製
造
業
中
心

の
時
代
は
工
場
で
労
働
時

間
は
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
情

報
通
信
業
な
ど
多
様
な
業

種
が
あ
り
、
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ

Ａ
業
務
自
動
化
な
ど
も
浸

透
し
、
よ
り
一
層
生
産
性

や
創
造
的
な
仕
事
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
人
の
一
人

一
人
の
労
働
時
間
あ
た
り

の
生
産
性
は
、
主
要
先
進

七
か
国
の
中
で
最
下
位
と

い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

労
働
力
人
口
減
少
が
進
む

中
、
生
産
性
向
上
は
喫
緊

の
課
題
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ

る
業
務
の
効
率
化
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

働
き
手
の
考
え
方
も
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
要
視

さ
れ
た
り
、ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス

も
デ
ジ
タ
ル
化
・モ
バ
イ
ル
化

に
よ
り
、
障
壁
が
な
く
な
っ

て
自
分
の
能
力
が
一
番
発

揮
で
き
る
と
こ
ろ
で
働
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
的
背
景
か
ら
子
育

て
や
介
護
、副
業
・
兼
業
と

の
両
立
な
ど
が
働
き
手
の

ニ
ー
ズ
と
し
て
あ
り
、
こ
こ
で

も
テ
レ
ワ
ー
ク
が
切
り
札
と

し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
―
生
産
性
向
上
の
効

―
―
働
き
方
改
革
の
切
り

札
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
、

「tele

＝
離
れ
た
と
こ
ろ
」と

「w
ork

＝
働
く
」を
合
わ
せ

た
言
葉
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利

用
し
、
時
間
や
場
所
を
有

効
に
活
用
で
き
る
柔
軟
な

働
き
方
で
す
。
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
、
Ｗ
ｉ
�
F
ｉ
環
境

な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
ン
フ

ラ
の
浸
透
に
よ
り
テ
レ
ワ
ー

ク
が
本
格
的
に
普
及
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｐ
Ｃ
、

モ
バ
イ
ル
端
末
等
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
て
、
国

民
生
活
を
豊
か
に
便
利
に

し
て
い
く
こ
と
が
総
務
省
の

一
つ
の
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

も
あ
り
、総
務
省
で
は
、経

産
省
、
厚
労
省
、
国
交
省

と
も
連
携
し
、テ
レ
ワ
ー
ク
の

普
及
促
進
に
資
す
る
様
々

な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ

り
、
働
き
方
改
革
、
一
億

総
活
躍
社
会
、
地
方
創
生

に
も
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。メ
リ
ッ
ト
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
課
題
・
経
営

課
題
を
解
決
す
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

近
年
は
大
地
震
、
大
型

台
風
、
豪
雨
な
ど
自
然
災

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
企
業
は
そ

の
よ
う
な
通
勤
困
難
時
で

も
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て

ス
ム
ー
ズ
に
業
務
を
継
続
し

て
い
る
た
め
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

と
し
て
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
も

注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
方
で
は
若
者
が

都
会
に
流
出
し
て
し
ま
う

こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ら
生

ま
れ
育
っ
た
土
地
や
自
分

が
住
み
た
い
地
域
で
仕
事

が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、観
光
地
な
ど
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
活

用
し
て
、テ
レ
ワ
ー
ク
で
働
き

つつ
、休
暇
取
得
を
組
み
合

わ
せ
る
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

（
ワ
ー
ク
＋
バ
ケ
ー
ション
）を

推
進
す
る
市
町
村
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、テ
レ
ワ
ー
ク

は
地
方
創
生
に
も
貢
献
で

き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

―
―
在
宅
勤
務
と
い
う
と

育
児
や
介
護
者
の
方
の
も

の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
。

　

以
前
は
、そ
の
よ
う
な
育

経　産　新　報 ［テレワーク］

働
き
方
改
革
の
切
り
札

テ
レ
ワ
ー
ク

総
務
省

  
情
報
流
通
行
政
局

  
情
報
流
通
振
興
課

情
報
流
通
高
度
化
推
進
室
長

飯
村 
由
香
理
氏

東京オリンピック・
パラリンピック開催 2020 年を「テレワーク元年」に！2020 年を「テレワーク元年」 に ！

適
正
な
労
務
管
理
下
の

良
質
な
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
現
を

厚
生
労
働
省

　

雇
用
環
境
・
均
等
局

　
　
　

在
宅
労
働
課　

編

時間外労働等改善助成金（テレワークコース）時間外労働等改善助成金（テレワークコース） 図 2図 2
対象事業主対象事業主

助成内容助成内容

�テレワークを新規で導入する中小企業
　事業主

※ 試行的に導入している事業主も対象

支給対象の取組

１

テレワークの導入・実施に関して、以下の取組をいずれ
か１つ以上実施いただき、取組に要した費用を助成。

テレワーク用通信機器 (※ )の導入・運用
（例）
・ｗｅｂ会議用機器
・社内のパソコンを遠隔操作するための機器、ソフトウ
ェア
・保守サポートの導入
・クラウドサービスの導入
・サテライトオフィス等の利用料　
など
　※ パソコン、タブレット、スマート
　　フォンの購入費用は対象外

就業規則・労使協定等の作成・変更
（例）テレワーク勤務に関する規定の整備

労務管理担当者に対する研修

労働者に対する研修、周知・啓発

外部専門家（社会保険労務士など）によ
る導入のためのコンサルティング

評価期間
3

「２．成果目標」の達成の有無は、
事業実施期間（交付決定の日か
ら各年度の２月 15 日まで）の中
で、１か月から６か月の期間で設
定する「評価期間※」 で判断。
※評価期間は申請者が事業実施計
画を作成する際に自ら設定します

申 請 先申　請　先    
テレワーク相談センターテレワーク相談センター

支給額
4 「１．支給対象の取組」の実施に要した経費の一部※を、「２．成果目標」の達成状況に応じて支給します。

※以下の「対象経費」に該当する費用が対象
対象経費対象経費 助成額助成額

　謝金、旅費、借損料、会議費、雑役務費、印刷製本費、備品費、　
　機械装置等購入費、委託費
 （注） 契約形態が、リース契約、ライセンス契約、サービス利用契約などで「3. 評価期間」を
超える契約の場合は、「3. 評価期間」の間の経費のみが対象

対象経費の合計額　×　補助率
（上限額を超える場合は上限額※）
※「１人当たりの上限額」×対象労働者数　又は
「１企業当たりの上限額」のいずれか低い方の額

成果目標の成果目標の
達成状況達成状況 達成達成 未達成未達成

補助率 ３／４ １／２
1人当たり
の上限額

１企業当たり
の上限額

1人当たり
の上限額 20万円

150万円

１０万円

１００万円

＜支給例＞
　　総務、経理部門５人でテレワークを実施、２0０万円の機器を導入し、

　成果目標を達成した場合
　　A：導入経費　200万円×補助率 3/4=150 万円

　　B：1人当たりの上限額　20万円×実施人数 5人 =100 万円
　　C：1企業当たりの上限　150万円

　　　　　→　A・B・Cで一番低い額を支給⇒ 100万円を支給

成果目標
2

または �テレワークを継続して活用する中小企業事業主
※過去に本助成金を受給した事業主は、対象労働者を2倍に増
加してテレワークに取り組む場合に、2回まで受給が可能

交付申請の締切は交付申請の締切は

1

2

3

以下の「成果目標」をすべて達成することを目指して実施
（達成状況に応じて支給額が変化）。

評価期間に1回以上、対象労働者全員に、在宅またはサテライトオフィスにおいて就業するテレワー
クを実施させる

評価期間において、対象労働者が在宅またはサテライトオフィスにおいてテレワークを実施した日数
の週間平均を、１日以上とする

年次有給休暇の取得促進について、労働者の年次有給休暇の年間平均取得日数を前年と比較し
て４日以上増加させる
　　　　　又は
所定外労働の削減について、労働者の月間平均所定外労働時間数を前年と比較して５時間以上削
減させる

テ
レ
ワ
ー
ク
最
新
動
向

一
般
社
団
法
人
日
本
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会

　

専
務
理
事

田
宮　

一
夫
氏

労働時間減少、生産性向上の効果も
「コ・ワーキングスペース」も増加中
市町村は「ワーケーション」を推進
子育て・介護、副業・兼業との両立も

消費電力、交通量も減少でＣＯ２削減にも貢献

図 1図 1

テレワークガイドラインテレワーク ガイドライン
（情報通信技術を利用した事業場外勤務の適切な導入及び実施のための（情報通信技術を利用した事業場外勤務の適切な導入及び実施のためのガイドガイドラライン）イン）
○　労働基準関係法令の適用　
　テレワークを行う場合においても、労働基準法、最低賃金法、労働安全衛
生法、労働者災害補償保険法等の労働基準関係法令が適用。
○　労働基準法の適用に関する留意点

労働条件の明示

労働時間制度の
適用と留意点

　通常の労働時間
　制度

　事業場外みなし
　労働時間制

　裁量労働制

　休憩時間

　労働者がテレワークを行うことを予定している場合も、テレワーク
を行うことが可能である勤務場所を明示することが望ましい。

・労働時間の適正な把握
　使用者はテレワークを行う労働者の労働時間についても適正に把握する責務を有
　する。
・いわゆる中抜け時間
　労働者が労働から離れ、自由利用が保障されている場合、休憩時間や時間単位
　の年次有給休暇として取扱うことが可能。
・通勤時間や出張旅行中の移動時間中のテレワーク
　使用者の明示又は黙示の指揮命令下で行われるものは労働時間に該当する。
・勤務時間の一部をテレワークする際の移動時間等
　使用者が移動することを労働者に命ずることなく、単に労働者自らの都合により就
　業場所間を移動し、自由利用が保障されている場合は、労働時間に該当しない。
・フレックスタイム制
　テレワークもフレックスタイム制を活用可能。あくまで始業・終業の時刻を労働者に委
　ねる制度のため、労働時間の把握が必要。

　使用者の具体的な指揮監督が及ばず、労働時間を算定することが困難なときは、
事業場外みなし労働時間制が適用。
　具体的には、①情報通信機器が、使用者の指示により常時通信可能な状態にお
くこととされていないこと、②随時使用者の具体的な指示に基づいて業務を行ってい
ないこと、が必要。
　労働者の健康確保の観点から、勤務状況を把握し、適正な労働時間管理を行う
責務を有する。また、実態に合ったみなし時間となっているか確認し、実態に合わせて
労使協定を見直すこと等が適当。

　裁量労働制の要件を満たし、制度の対象となる労働者についても、テレワークを活
用可能。
　労働者の健康確保の観点から、勤務状況を把握し、適正な労働時間管理を行う
責務を有する。また、労働者の裁量が失われていないか等を労使で確認し、結果に
応じて、業務量等を見直すことが適当。

労使協定により休憩時間の一斉付与の原則を適用除外可能。

時間外・休日
労働の労働
時間管理

法定労働時間を超える場合には、割増賃金の支払い等が必要と
なることから、労働時間の状況の適切な把握に努め、必要に応じて
労働時間や業務内容等について見直すことが望ましい。

長時間労働等を防ぐ手法として、①メール送付の抑制、②システムへのアクセス制
限、③テレワークを行う際の時間外・休日・深夜労働の原則禁止等、④長時間労
働等を行う者への注意喚起、等の手法を推奨。

○　長時間労働対策

○　労働安全衛生法の適用及び留意点

安全衛生関係
法令の適用

作業環境整備

　過重労働対策やメンタルヘルス対策等により、テレワークを行う労働者の健康確保を図
ることが重要。

　テレワークを行う作業場が自宅等である場合には、情報機器作業における労働衛生管
理のためのガイドライン等の衛生基準と同等の作業環境とすることが望ましい。

○　労働災害の補償に関する留意点

テレワーク勤務における災害は労災保険給付の対象となる。

○　その他テレワークを適切に導入及び実施するに当たっての注意点等

労使双方の
共通の認識

円滑な遂行

業績評価等

費用負担

社内教育

労働者の自律

あらかじめ導入の目的、対象となる業務、労働者の範囲、テレワークの方法等について、
労使で十分協議することが望ましい。テレワークを行うか否かは労働者の意思によるべき。

業務の内容や遂行方法を明確にしておくことが望ましい。

業績評価等について、評価者や労働者が懸念を抱くことのないように、評価制度、賃金
制度を明確にすることが望ましい。

テレワークを行うことによって生じる費用について労使のどちらが負担するか等を、あらかじ
め労使間で十分に話し合い、就業規則等に定めておくことが望ましい。

労働者が能力開発等において不安に感じることの無いよう、社内教育等の充実を図るこ
とが望ましい。

労働者も自律的に業務を遂行することが求められる。

�
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ
�
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さ
れ
る
こ
と
は
大
前
提

で
す
。

　

ま
た
、
発
電
事
業
終
了

後
に
太
陽
光
発
電
設
備

が
放
置
・
不
法
投
棄
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い

っ
た
懸
念
が
高
ま
っ
て

お
り
、
廃
棄
等
費
用
の
積

立
て
が
し
っ
か
り
と
担

保
さ
れ
る
制
度
を
構
築

し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

〇
再
エ
ネ
主
力　
　

　

時
代
の
次
世
代　
　

　

電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

特
に
風
力
発
電
等
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
そ
の
適
地
に
地
域
偏

在
性
が
あ
り
ま
す
が
、
現

在
の
日
本
の
電
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
立
地
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
踏
ま
え

た
も
の
に
必
ず
し
も
一

致
し
て
お
ら
ず
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

拡
大
に
伴
い
、
系
統
制
約

が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
既
存
系
統

を
最
大
限
活
用
す
る
「
日

本
版
コ
ネ
ク
ト
＆
マ

ネ
ー
ジ
」
の
具
体
化
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
今
後
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

主
力
電
源
化
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
系
統
の

増
強
・
整
備
を
含
め
た
更

な
る
対
策
が
必
要
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
再
エ
ネ

リ
エ
ン
ス
強
化
な
ど
に

も
貢
献
す
る
も
の
に
重

点
化
し
、
当
面
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
を
維
持
す
る
方
向

性
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
台
風

の
よ
う
な
災
害
時
（
停
電

時
）
に
お
い
て
も
、
地
域

の
中
で
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

〇
地
域
に
根
差
し　

　

た
再
エ
ネ
導
入
の　

　

促
進

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
主
力
電
源
化
に

向
け
て
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度

の
買
取
期
間
中
は
も
ち

ろ
ん
、
買
取
期
間
終
了
後

に
も
再
投
資
が
行
わ
れ
、

五
十
年
、
百
年
と
地
域
に

根
差
し
た
長
期
安
定
的

な
事
業
と
し
て
社
会
の

基
盤
と
な
っ
て
定
着
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
不
可
欠

で
あ
る
の
は
、
地
域
か
ら

の
信
頼
で
す
。

　

ま
ず
、
大
雨
や
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
時
に
、
再

エ
ネ
発
電
設
備
が
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
適

切
な
安
全
対
策
が
実
施

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
抜
本
見

直
し
に
関
す
る
検
討
を

開
始
し
、
①
電
源
の
特
性

に
応
じ
た
支
援
制
度
の

構
築
、
②
地
域
に
根
差
し

た
再
エ
ネ
導
入
の
促
進
、

③
再
エ
ネ
主
力
時
代
の

次
世
代
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
い
っ
た
論
点

に
つ
い
て
議
論
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

〇
電
源
の
特
性
に　

　

応
じ
た
支
援
制
度　

　

の
構
築

　

関
係
審
議
会
に
お
い

て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
電
源
の
特
性
に

応
じ
て
「
競
争
電
源
」
と

「
地
域
活
用
電
源
」
に
分

け
て
、
支
援
制
度
の
構
築

を
進
め
て
い
く
方
向
で

議
論
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
発
電
コ

ス
ト
が
低
減
し
て
お
り
、

競
争
力
を
持
つ
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
電
源
（
大
規

模
太
陽
光
、風
力
等
）は
、

「
競
争
電
源
」
と
し
て
、

電
力
市
場
に
連
動
し
た

新
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
）

の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
は
、
再
エ

ネ
発
電
事
業
者
が
発
電

し
た
電
気
を
、
市
場
価
格

に
関
わ
ら
ず
電
力
会
社

が
固
定
価
格
で
買
い
取

る
も
の
で
す
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｐ

制
度
は
、
再
エ
ネ
発
電
事

業
者
が
市
場
で
自
由
に

売
電
し
、
そ
の
売
電
価
格

に
プ
レ
ミ
ア
ム
が
上
乗

せ
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

　

例
え
ば
、
蓄
電
池
を
活

用
し
、
市
場
価
格
の
低
い

昼
に
蓄
電
し
、
市
場
価
格

の
高
い
夕
方
に
売
電
す

る
な
ど
の
工
夫
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
の

収
益
力
向
上
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
措
置
を
通

じ
て
、
再
エ
ネ
発
電
事
業

者
に
市
場
を
意
識
し
た

発
電
行
動
を
促
し
、
再
エ

ネ
の
電
力
市
場
へ
の
統

合
を
進
め
る
と
と
も
に
、

蓄
電
池
な
ど
の
新
ビ
ジ

ネ
ス
を
促
進
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
需
要
地
近
接
性

の
あ
る
電
源
や
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
活
用

で
き
る
電
源
（
小
規
模
太

陽
光
、
小
規
模
地
熱
、
小

水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
）

に
つ
い
て
は
、
需
給
一
体

型
の
モ
デ
ル
の
中
で
活

用
さ
れ
、
災
害
時
の
レ
ジ

う
国
民
負
担
は
二
兆
円

を
超
え
る
水
準
に
達
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
我
が

国
に
お
い
て
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
主
力
電

源
」
と
し
て
社
会
に
定
着

さ
せ
て
い
く
た
め
、
コ
ス

ト
低
減
の
加
速
化
を
図

る
と
と
も
に
、
長
期
安
定

的
な
電
源
と
し
て
導
入

を
進
め
る
べ
く
取
組
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

○
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の　

　

抜
本
見
直
し

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
は
、
法
律

上
、２
０
２
０
年
度
末
ま

で
に
抜
本
的
な
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
規
定
を
踏

ま
え
、
昨
年
九
月
よ
り
、

関
係
審
議
会
に
お
い
て

が
進
み
、
直
近
（
２
０
１

８
年
度
速
報
値
）
の
電
源

構
成
に
占
め
る
再
エ
ネ

比
率
は　

・
９
％
と
な
っ

１６

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
日
本
の
再
エ

ネ
コ
ス
ト
は
海
外
の
約

二
倍
の
水
準
と
な
っ
て

お
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に
伴

る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
生

み
出
す
と
い
う
好
循
環

が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制

度
導
入
開
始（
２
０
１
２

年
七
月
）
以
降
、
太
陽
光

発
電
を
中
心
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

　

○
再
エ
ネ
の
現
状　

　

に
つ
い
て

　

世
界
で
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
急
速
な

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
伴
っ

て
、
大
量
導
入
が
進
ん
で

お
り
、
導
入
拡
大
が
更
な

長
期
安
定
的
な
電
源
と
し
て
導
入

　

世
界
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
日
本

は
ど
う
な
の
か
、
課
題
は
何
な
の
か
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
清
水
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
課
長
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

経
済
産
業
省

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　
　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

　
　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長清

水
淳
太
郎
氏

あらゆる政策を総動員し再エネを主力電源に

　

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
東
電
Ｈ
Ｄ
）
は
、
千
葉
県
銚
子
市
の

南
沖
合
に
設
置
し
た
洋
上
風
力
発
電
設
備
を
２
０
１
９
年
１
月
１
日
か

ら
「
銚
子
沖
洋
上
風
力
発
電
所
」
と
し
て
商
用
化
し
て
い
る
。

　

国
内
初
の
沖
合
洋
上
風
力
発
電
所
だ
。
こ
の
洋
上
風
力
発
電
設
備
は
、２

０
１
３
年
１
月
に
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
と
共
同
で
設
置
し
た
も
の
で
、
２
０
１
７
年
３

月
ま
で
実
証
実
験
に
利
用
し
て
い
た
。

　

設
置
し
た
発
電
設
備
の
出
力
は
２
・
４
Ｍ
Ｗ
（
２
４
０
０
�

）。
着
床

式
で
設
置
し
て
い
る
。

　

写
真
は
、
銚
子
沖
に
設
置
し
た
洋
上
風
力
発
電
設
備
。
奥
に
見
え
る
の

は
風
況
観
測
タ
ワ
ー
（
東
電
Ｈ
Ｄ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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電
源
構
成
に
占
め
る
再
エ
ネ
比
率
は　

・
９
％

１６

日
本
の
再
エ
ネ
コ
ス
ト
は
海
外
の
約
二
倍

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度 
来
年
度
末
ま
で
に
抜
本
的
見
直
し

「
競
争
電
源
」と「
地
域
活
用
電
源
」に
分
け
て
支
援

電
力
市
場
に
連

動
し
た
新
制
度

 

 
Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
で
市
場
で
自
由
に
売
電

蓄電池などの新ビジネスを促進
地域電源は当面ＦＩＴ制度を維持

主力電源化には系統の増強・整備などの対策を
地域の電力会社の負担だけでなく原則全国負担で

主
力
時
代
の
次
世
代
電

力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
向
け
て
、
電
源
か
ら

の
要
請
に
都
度
対
応
す

る
「
プ
ル
型
」
の
系
統
形

成
か
ら
、
電
源
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
考
慮
し
、
計
画

的
に
対
応
す
る
「
プ
ッ
シ

ュ
型
」
へ
の
系
統
形
成
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
間
連
系
線

等
の
増
強
に
要
す
る
費

用
に
つ
い
て
は
、
各
地
域

の
電
力
会
社
の
負
担
だ

け
で
な
く
、
広
域
メ
リ
ッ

ト
オ
ー
ダ
ー
に
よ
り
も

た
ら
さ
れ
る
便
益
分
は

原
則
全
国
負
担
と
す
る

こ
と
と
し
、
そ
の
中
で
も

再
エ
ネ
由
来
の
効
果
分

に
つ
い
て
は
、
再
エ
ネ
特

措
法
上
の
賦
課
金
方
式

を
活
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

〇
結
び

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
供
給
の
確
保
や
環

境
負
荷
の
低
減
を
図
る

上
で
重
要
な
低
炭
素
の

国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で

す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
抜
本

見
直
し
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
政
策
を
総
動
員
し
、

引
き
続
き
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源

化
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

課題・エネ基の方向性課題・エネ基の方向性 主力電源化に向け、国民負担を抑制しつつ最大限導入を加速させていくための、今後の方向性主力電源化に向け、国民負担を抑制しつつ最大限導入を加速させていくための、今後の方向性

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化

再
エ
ネ
の
大
量
導
入
を
支
え
る

再
エ
ネ
の
大
量
導
入
を
支
え
る

次
世
代
電
力
Ｎ
Ｗ
の
構
築

次
世
代
電
力
Ｎ
Ｗ
の
構
築

発
電
コ
ス
ト

発
電
コ
ス
ト

事
業
環
境

事
業
環
境

系
統
制
御
・
調
整
力

系
統
制
御
・
調
整
力

・国際水準と比較して
　高い発電コスト
・国民負担の増加

コストダウンの加速化コストダウンの加速化
とＦＩＴからの自立化とＦＩＴからの自立化

�

・長期安定的な事業運営
　に対する懸念
・地域との共生事業実施
　に対する地元の懸念

長期安定的な長期安定的な
事業運営の確保事業運営の確保

�

・適地遍在性への対応
・再エネ大量導入を支える
ネットワーク整備や運用
・再エネ出力変動への対応

アクションプランのアクションプランの
着実な実行着実な実行

�

電
源
の
特
性
に
応
じ
た

電
源
の
特
性
に
応
じ
た

制
度
の
在
り
方

制
度
の
在
り
方

適
正
な
事
業
規
律

適
正
な
事
業
規
律

次
世
代
電
力
Ｎ
Ｗ

へ
の
転
換

電源の特性に応じた制度構築
主力電源化に向けた２つの電源モデルと政策の方向性

　①共創電源：更なるコストダウン+電力市場への統合に向けた新制度検討
　②地域活用電源：レジリエンス向上+需給一体型活用を前提に基本的枠組み維持

需給一体型の再エネ活用モデルの促進
既認定案件の適正な導入と国民負担の抑制

適正な事業規律
太陽光発電設備の廃棄等費用の確保に向けた外部積立制度の検討

小規模太陽光等の安全確保に向けた規律の強化

再生可能エネルギーの大量導入を支える次世代電力ネットワーク
「プッシュ型」の計画的系統形成

系統増強負担のＦＩＴ賦課金方式の活用の検討
出力制御対象の拡大

その他当面の課題への対応
太陽光発電の法アセスと運転開始期限

再エネ電源に対する発電側基本料金の課金の在り方
再エネ海域利用法の運用における既存系統の活用の在り方
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